
一
九
世
紀
後
半
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
上
級
行
政
官
の
養
成

第
二
帝
政
期
お
よ
び
第
三
共
和
政
期
の
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
傍
聴
官
制
度
を
中
心
に

岡

本

託

一九世紀後半フランスにおける上級行政官の養成（岡本）

【
要
約
】
　
本
稿
で
は
、
近
代
フ
ラ
ン
ス
公
務
員
制
度
の
枠
組
み
が
確
立
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
た
一
九
世
紀
後
半
、
上
級
行
政
官
養
成
に
お
い
て
先
駆
的
役

割
を
果
た
し
た
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
傍
聴
官
の
養
成
に
つ
い
て
分
析
を
お
こ
な
っ
た
。
そ
こ
で
は
、
第
二
帝
政
期
か
ら
第
三
共
和
政
期
と
い
う
性
質
の

異
な
る
二
つ
の
政
体
を
跨
い
で
、
登
用
、
出
自
、
経
歴
形
態
に
お
い
て
、
受
容
と
変
容
と
い
う
要
素
を
含
み
な
が
ら
傍
聴
官
職
の
性
質
が
変
化
し
て
い
っ

た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
し
て
、
一
九
世
紀
後
半
の
傍
聴
官
制
度
が
、
中
央
集
権
的
行
政
制
度
を
人
的
側
面
か
ら
支
え
る
こ
と
を
可
能
と
し
、
ま
た
、

他
の
行
政
機
関
に
お
け
る
行
政
官
登
用
制
度
に
対
し
て
も
影
響
を
与
え
、
若
手
官
僚
職
の
門
戸
開
放
を
推
し
進
め
る
要
因
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
一

九
世
紀
後
半
の
傍
聴
官
制
度
は
、
國
家
政
策
と
官
僚
制
度
の
双
方
に
お
い
て
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
　
九
八
巻
三
号
　
二
〇
一
五
年
五
月

は
　
じ
　
め
　
に

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
近
代
公
務
員
制
度
は
、
一
七
九
一
年
憲
法
の
前
文
に
明
記
さ
れ
た
、
公
職
に
お
け
る
売
官
古
く
9
誤
審
と
世
襲
制
び
い

誌
二
審
住
．
o
曲
。
Φ
麓
び
蔚
の
廃
止
に
加
え
、
G
・
テ
ユ
イ
リ
エ
と
J
・
テ
ユ
ラ
！
ル
が
提
示
し
た
、
「
職
階
に
応
じ
た
俸
給
段
階
の
確
立
」
、
「
法

令
に
よ
っ
て
ま
と
め
ら
れ
た
集
団
に
お
け
る
規
範
」
、
そ
し
て
「
さ
ま
ざ
ま
な
公
務
員
職
に
お
け
る
画
一
化
」
と
い
う
三
原
則
に
よ
っ
て
定
義

　
　
①

で
き
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
ナ
ポ
レ
オ
ン
期
に
制
度
的
枠
組
み
が
整
え
ら
れ
、
そ
の
後
の
復
古
王
政
期
に
始
ま
る
議
会
政
治
が
も
た
ら
し
た
、
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②

諸
行
政
機
関
の
安
定
や
自
立
に
よ
っ
て
発
展
期
を
迎
え
、
続
く
七
月
王
政
期
に
お
い
て
、
申
央
集
権
化
に
と
も
な
う
官
僚
機
構
の
制
度
化
が
推

　
　
　
　
　
③

し
進
め
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
背
景
を
受
け
て
成
立
し
た
一
九
世
紀
後
半
の
諸
政
体
に
お
い
て
、
官
僚
機
構
の
基
盤
を
形
成
し
、
国
家
行
政
を

　
　
　
　
　
　
④

担
う
上
級
行
政
官
の
養
成
制
度
の
確
立
は
必
要
不
可
欠
な
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
し
か
し
、
一
九
世
紀
を
通
じ
て
、
行
政
官
養
成
を
目
的
と
し
た
行
政
学
校
の
設
立
や
、
法
学
部
で
の
行
政
学
教
育
が
お
こ
な
わ
れ
よ
う
と
し

た
が
、
保
守
派
の
抵
抗
や
議
会
内
勢
力
関
係
の
変
化
な
ど
に
よ
り
、
実
現
し
て
も
持
続
し
な
か
っ
た
り
、
計
画
の
段
階
で
頓
挫
す
る
も
の
が
大

半
で
あ
り
、
現
在
の
国
立
行
政
学
挿
図
8
δ
詳
鉾
δ
¢
臥
Φ
Q
、
p
。
傷
心
践
ω
霞
践
○
ロ
の
よ
う
な
教
育
機
関
が
存
在
し
な
か
っ
た
状
況
で
の
行
政
官
養
成

　
　
　
　
　
　
⑤
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

は
困
難
を
極
め
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
で
行
政
官
養
成
に
お
い
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
の
が
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
0
8
ω
変
縞
．
望
p
。
け

（
以
下
、
C
E
と
略
記
）
の
傍
聴
官
職
磐
臼
8
鑓
什
で
あ
っ
た
。

　
C
E
は
ナ
ポ
レ
オ
ン
一
世
統
治
期
の
共
和
暦
八
年
憲
法
に
お
い
て
設
立
さ
れ
た
。
そ
の
機
能
は
、
第
五
二
条
に
お
い
て
、
「
法
案
や
行
政
規

則
を
起
草
し
、
行
政
に
関
し
て
生
じ
る
疑
義
を
解
決
す
る
任
務
が
あ
る
」
と
規
定
さ
れ
、
議
会
や
省
な
ど
の
各
行
政
機
関
と
連
携
し
て
法
案
や

行
政
規
則
を
起
草
し
、
行
政
樽
酒
を
解
決
す
る
役
割
を
担
っ
て
い
た
。
ま
た
、
政
府
の
諮
問
機
関
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
た
C
E
は
、
他
の
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

政
機
関
よ
り
も
政
治
権
力
に
近
く
、
最
も
権
威
あ
る
国
家
機
関
と
定
義
さ
れ
る
大
宮
国
津
α
q
滋
藤
ω
o
o
壱
ω
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
。
ナ
ポ
レ
オ

ン
三
世
は
自
著
に
お
い
て
、
「
傍
聴
官
制
度
は
、
学
識
が
あ
り
、
明
快
で
、
国
家
を
上
手
く
管
理
し
、
全
て
の
政
治
的
難
題
に
精
通
し
た
人
々

　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

を
養
成
す
る
場
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
第
二
帝
政
政
府
の
有
力
者
で
あ
り
、
後
に
言
及
す
る
傍
聴
宮
志
願
者
リ
ス
ト
作
成
に
も

携
わ
っ
て
い
た
閣
外
大
臣
フ
ル
ド
は
、
「
傍
聴
官
制
度
は
、
行
政
官
た
ち
を
効
果
的
に
養
成
で
き
る
行
政
の
グ
ラ
ン
ド
・
ゼ
コ
ー
ル
に
な
り
得

⑧る
」
と
述
べ
た
。
つ
ま
り
、
若
手
上
級
行
政
官
の
養
成
の
場
と
し
て
、
傍
聴
官
制
度
に
期
待
を
込
め
た
こ
れ
ら
の
発
言
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

C
E
傍
聴
官
職
は
、
当
時
、
上
級
行
政
官
を
養
成
す
る
た
め
の
唯
一
の
公
職
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
幹
部
候
補
は
他
の
行
政
機
関
に
は
存
在
し

　
　
　
　
　
　
　
⑩

な
か
っ
た
と
い
え
る
。

　
～
九
世
紀
後
半
の
傍
聴
官
を
扱
っ
た
先
行
研
究
は
、
ま
ず
、
第
二
帝
政
期
傍
聴
官
の
登
用
と
養
成
の
実
態
を
詳
細
に
描
き
出
し
た
V
・
ラ
イ
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一九世紀後半フランスにおける上級行政官の養成（岡本）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

ト
の
硬
究
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
な
か
で
ラ
イ
ト
は
、
傍
聴
宮
の
年
齢
、
学
歴
、
出
自
、
登
用
に
関
す
る
詳
細
な
分
析
を
お
こ
な
っ
た
。
し
か

し
、
傍
聴
官
が
た
ど
っ
た
経
歴
に
関
し
て
は
、
傍
聴
官
の
在
職
年
や
、
傍
聴
官
職
後
に
就
い
た
行
政
職
に
つ
い
て
言
及
す
る
の
み
で
、
傍
聴
官

在
職
時
の
彼
ら
の
具
体
的
な
経
歴
に
関
し
て
は
述
べ
て
い
な
い
。
傍
聴
官
が
、
実
際
に
ど
の
よ
う
な
経
歴
を
経
て
上
級
行
政
官
と
し
て
養
成
さ

れ
て
い
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
も
、
傍
聴
官
在
職
時
の
彼
ら
の
経
歴
分
析
は
必
要
な
作
業
と
な
っ
て
く
る
。
次
に
、
第
三
共
和
政
前

半
期
（
一
八
七
〇
－
一
九
～
四
年
）
の
傍
聴
官
の
先
行
研
究
に
関
し
て
は
、
帝
政
が
崩
壊
し
共
和
政
が
成
立
し
た
直
後
の
C
E
の
再
編
と
、
一
八

七
〇
年
代
末
の
下
院
に
お
け
る
共
和
派
の
優
勢
が
も
た
ら
し
た
保
守
系
官
僚
へ
の
粛
清
と
い
う
、
何
れ
も
政
治
的
変
革
期
を
対
象
と
し
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

こ
と
が
特
徴
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
研
究
は
、
こ
の
よ
う
な
変
革
期
に
C
E
で
活
動
す
る
官
僚
の
出
自
、
経
歴
、
政
治
傾
向
の
変
化

を
分
析
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
政
体
変
化
や
政
変
の
直
後
な
ど
、
特
定
の
時
期
が
分
析
対
象
と
さ
れ
て
い
る
た
め
、
第
三
共
和
政
前
半

期
を
通
じ
た
傍
聴
嘗
の
登
用
、
養
成
の
全
体
像
に
関
し
て
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
稿
の
目
的
を
、
近
代
フ
ラ
ン
ス
の
公
務
員
制
度
の
枠
維
み
が
確
立
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
た
一
九
世
紀
後
半
、
性
質
の

異
な
る
二
つ
の
政
体
に
お
い
て
、
国
家
に
と
っ
て
必
要
不
可
欠
な
若
手
上
級
行
政
官
が
ど
の
よ
う
な
論
理
で
養
成
さ
れ
て
い
た
の
か
を
、
C
E

傍
聴
官
職
に
注
自
し
て
考
察
を
お
こ
な
う
こ
と
に
定
め
る
。
同
時
に
、
第
二
帝
政
期
か
ら
第
三
共
和
政
期
に
か
け
て
、
傍
聴
官
制
度
が
ど
の
よ

う
に
受
容
さ
れ
、
ま
た
変
容
さ
れ
て
い
っ
た
の
か
を
解
明
し
、
ま
た
、
傍
聴
官
制
度
が
当
時
の
国
家
政
策
や
官
僚
制
度
に
与
え
た
イ
ン
パ
ク
ト

に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
て
い
く
。

　
分
析
方
法
と
し
て
は
、
法
令
と
議
事
録
分
析
の
他
に
、
フ
ラ
ン
ス
国
立
文
書
館
所
蔵
の
傍
聴
官
登
用
に
関
す
る
請
願
書
と
登
用
試
験
に
関
す

る
史
料
を
用
い
た
分
析
、
そ
し
て
プ
ロ
ソ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
分
析
を
お
こ
な
う
。
プ
ロ
ソ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
分
析
に
お
い
て
は
、
二
〇
〇
四
年
に
出
版
さ

れ
た
R
・
ド
ラ
ゴ
の
『
C
E
人
名
辞
典
』
を
基
盤
史
料
と
し
、
第
二
帝
政
期
と
第
三
共
和
政
前
半
期
の
そ
れ
ぞ
れ
一
＝
七
名
と
一
八
三
名
の
傍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

聴
官
に
関
す
る
年
齢
、
出
自
、
学
歴
、
経
歴
を
抽
出
し
た
傍
聴
官
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
作
成
し
た
。
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①
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N
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Φ
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σ
＜
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O
P
ω
α
1
ω
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9
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い
①
ω
島
冨
0
8
億
殴
ω
血
Φ
ヨ
冒
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節
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の
。
器

　
訂
日
。
路
輿
。
窯
Φ
α
Φ
一
三
溶
け
》
。
魯
マ
多
野
O
』
メ

④
本
稿
で
は
、
各
行
政
機
関
の
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
の
頂
点
を
形
成
す
る
職
と
い
う
理

　
由
か
ら
、
主
に
後
述
の
大
宮
僚
照
の
行
政
官
と
司
法
官
、
各
行
政
機
関
の
局
長
、

　
知
事
な
ど
を
上
級
行
政
官
と
す
る
。
O
出
〉
菊
い
銅
O
．
ト
跨
ぎ
N
蕊
尋
鳩
㎏
ミ
。
ミ
§
羅
角

　
ミ
N
尾
篭
ミ
ミ
へ
寒
鴇
讐
N
月
回
p
⊃
二
ω
’
6
0
Q
ρ
b
や
一
も
o
I
b
o
ρ

⑤
↓
鵠
臼
F
溝
沁
9
卜
、
的
≧
》
．
ミ
§
こ
、
弊
≧
臥
二
℃
巴
。
・
、
｝
O
。
。
ω
噂
8
．

　
①
早
。
。
O
．

⑥
～
九
世
紀
後
半
で
は
、
C
E
、
会
計
検
査
院
O
o
葺
脅
。
・
8
ヨ
讐
①
ω
、
財
務
監

　
督
局
営
呂
Φ
践
気
門
Φ
。
。
鍵
磐
8
の
が
大
官
営
団
と
さ
れ
た
。
O
鵠
〉
図
い
燭
魯
．
ミ
■

　
署
レ
Q
。
ω
山
○
。
餅
ま
た
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
に
は
「
国
務
院
」
や
「
参
事
院
」
と

　
い
う
訳
語
が
あ
て
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
の
訳
で
は
行
政
機
関
と
し
て
の
性
格
が
強

　
調
さ
れ
、
一
九
世
紀
の
各
政
体
に
よ
っ
て
そ
の
強
弱
は
異
な
る
が
、
行
政
、
立
法
、

　
司
法
の
全
て
に
影
響
力
を
行
使
し
て
い
た
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム

　
を
損
な
う
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
「
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ

　
タ
」
と
い
う
表
記
を
用
い
た
。

⑦
し
u
O
二
〉
℃
》
舞
舞
銅
冨
℃
邑
8
Σ
巷
9
Φ
。
⇒
－
い
。
器
．
噌
b
跨
ミ
駄
塁
篭
§
。
§
ミ

　
鴨
ミ
ミ
勲
℃
曽
臨
ω
。
一
〇
〇
Q
Q
ρ
℃
．
聾
心
■

⑧
フ
ラ
ン
ス
国
立
文
害
館
〉
岩
姦
〈
Φ
ω
客
践
。
邑
Φ
ω
（
以
下
、
〉
．
客
と
略
記
）
，

　
し
d
し
口
＼
ω
O
＼
“
G
Q
①
．

⑨
O
Q
り
。
σ
○
窪
朔
↓
‘
》
O
§
誉
肉
8
N
恥
誉
、
亀
ミ
9
§
駐
9
鳶
曾
§

　
沁
恥
ミ
ミ
腎
ミ
ミ
“
・
畔
§
ミ
↓
ミ
賊
ミ
目
障
黛
ミ
鳴
ミ
ミ
＆
隷
毎
ミ
ミ
M
譜
聾
ミ
職
器
肉
勘
討
§
黙
恥

　
〉
ご
ミ
鷺
ミ
層
ミ
O
恥
ミ
袋
透
’
窯
①
≦
畷
O
昏
、
一
〇
Q
◎
ω
噛
ロ
O
・
6
山
①
．

⑲
一
九
世
紀
の
上
級
行
政
官
に
関
す
る
研
究
は
、
一
九
六
〇
年
代
か
ら
盛
ん
に
な

　
り
つ
つ
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
県
知
事
、
省
の
局
長
、
財
務
監
督
官
な
ど
の
公
職
は
、

　
既
に
行
政
的
経
験
を
十
分
に
積
ん
だ
者
の
み
が
就
く
上
位
の
ポ
ス
ト
で
あ
り
、
傍

　
聴
官
職
の
よ
う
に
若
手
行
政
官
養
成
と
い
う
役
割
は
果
た
せ
て
い
な
い
。

　
≦
”
H
O
出
8
〈
‘
卜
題
腎
暮
融
ミ
馬
の
鳴
6
ミ
ミ
肉
ミ
驚
ミ
噛
℃
臼
。
巳
。
，
．
ド
O
刈
鱒
b
ヴ
〉
閣
O
O
¢
輿

　
§
■
織
持
O
顕
＞
O
図
＞
9
図
▼
卜
題
§
魯
§
鳶
嚇
へ
義
目
禽
嶺
謡
§
琶
窃
§
へ
蒙
紅
§
贈

　
　
（
N
c
◎
軸
“
N
も
』
心
）
．
℃
輿
グ
ち
○
。
9
ま
た
、
会
計
検
査
院
な
ど
の
C
E
以
外
の
大
官

　
僚
団
に
お
い
て
も
、
若
手
行
政
官
を
積
極
的
に
養
成
す
る
と
い
う
機
能
は
有
し
て

　
い
な
か
っ
た
。
O
仏
国
℃
尊
リ
メ
〉
・
■
貞
心
O
o
ミ
§
物
8
秘
愚
耐
勲
℃
鋤
ユ
。
。
．
H
Φ
○
。
F

⑪
≦
労
お
餌
遍
く
こ
密
G
§
砺
ミ
職
、
吋
§
魯
§
隷
浴
§
鼠
舞
愚
凡
蚕
譲
旨
噂

　
一
㊤
謁
．

⑫
≦
皆
O
調
β
＜
．
噂
《
鍔
臨
。
置
壁
ω
巴
。
郎
身
0
8
ω
Φ
障
縣
．
国
詰
窪
H
。
。
認
》

　
G
ミ
要
職
N
織
、
肉
ミ
ひ
肉
ミ
版
籍
ミ
b
o
ミ
ミ
N
鳴
ミ
貴
議
ρ
b
」
9
一
〇
認
唱
b
P
b
O
一
1
0
舟
冠
‘

　
《
ピ
．
8
霞
四
戯
8
伽
∬
0
8
器
臨
㎝
．
国
＄
肯
α
Φ
冒
田
Φ
酢
同
Q
Q
お
y
沁
四
目
ミ
職
、
ミ
無
竃
ミ

　
ミ
。
蹴
ミ
、
ミ
ミ
s
三
尉
謡
愚
。
ミ
執
鳩
ミ
’
0
9
0
σ
お
－
伍
ひ
8
ヨ
ぴ
冨
’
6
刈
b
っ
．
b
P
①
曽
よ
㎝
9

⑬
U
沁
＞
O
O
■
園
．
”
ミ
ミ
。
ミ
ミ
篤
鳶
ミ
轟
§
ミ
蟻
ミ
魯
偽
ミ
§
～
伽
§
§
G
§
切
ミ
儀
、

　
肉
ミ
ひ
N
認
℃
鳴
O
量
閃
昌
費
鼻
℃
巴
ω
蕊
O
O
蒔
本
書
は
、
C
E
で
活
動
し
た
全
人

　
物
に
関
す
る
詳
細
な
情
報
を
網
羅
し
て
お
り
、
本
稿
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
多
く
は

　
本
書
に
依
拠
し
て
い
る
。
ま
た
、
出
自
デ
ー
タ
の
抽
出
に
際
し
て
は
、

　
ω
じ
噂
力
＜
H
び
い
切
閣
．
自
①
Φ
け
ω
》
H
2
日
あ
H
ζ
○
累
労
α
Φ
（
亀
「
．
）
．
b
苛
蹴
。
隷
鳩
～
ミ
鳶
魯
貯

　
嵩
O
ミ
題
絶
誉
篭
鳴
ミ
綻
’
勺
貧
一
ω
曽
6
刈
ρ
　
H
g
b
蹄
職
O
ミ
じ
・
ミ
ミ
　
職
鴨
　
討
謡
O
ミ
8
怨

　
誉
、
贈
ミ
郵
鎗
§
隷
ミ
§
”
勺
霞
算
6
謡
お
よ
び
〉
．
客
所
蔵
の
レ
ジ
オ
ン
・
ド

　
ヌ
ー
ル
関
連
史
料
（
。
。
σ
H
δ
『
出
）
に
よ
っ
て
補
っ
た
。
こ
れ
ら
の
文
献
以
外
に
も
、
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以
下
の
史
料
か
ら
補
足
デ
ー
タ
を
可
能
な
限
り
収
集
し
た
。
い
〉
竃
O
d
ω
Q
り
畠
力
¢

○
’
卜
鳴
野
ミ
恥
。
ミ
ミ
、
魯
N
、
織
ミ
ミ
ミ
累
ミ
蹴
§
廿
、
爵
6
8
、
ミ
魯
N
＜
o
｝
。
。
．
・
℃
費
β
一
㊤
O
Q
。

Φ
け
N
8
一
一
図
○
し
u
閃
謁
β
〉
マ
雲
O
O
¢
O
窯
κ
ρ
（
α
巳
．
b
ミ
§
ミ
ミ
誌
魯
恥

野
焼
蔑
鴨
ミ
帖
ミ
ミ
、
霧
マ
ミ
岡
精
ミ
始
㌧
8
ミ
腎
、
ミ
ミ
ミ
S
国
嵩
N
題
ミ
鴨
ミ
魎
ミ
恥
職
＄

毎
題
鴨
ミ
ミ
“
題
誉
鳶
ミ
器
。
。
鳴
再
ミ
器
N
題
℃
ミ
ミ
無
ミ
⑭
言
、
竃
ミ
も
・
織
魯
ミ
防
冷
N
ミ
ミ
“
凡

N
馨
》
へ
超
袋
、
§
へ
N
ミ
ミ
ミ
』
Q
O
Q
Q
ゆ
斜
器
ら
§
へ
誌
篭
。
ミ
防
㌧
駄
溶
炉
9
ミ
ト
駄
ミ
琳
譜

怨
遷
詩
鳴
勲
§
尉
始
昼
。
ミ
心
n
ミ
勲
§
欝
り
暦
ミ
貯
ミ
§
欝
帖
鳶
鉾
鴨
跨
‘
㎝
く
。
び
．
℃
餌
議
ω
■

蕊
。
。
㊤
山
。
。
Φ
H
．
一
方
で
、
本
来
で
あ
れ
ば
、
一
次
史
料
に
基
づ
い
て
プ
ロ
ソ
ポ
グ

ラ
フ
ィ
分
析
に
必
要
な
デ
…
タ
ベ
ー
ス
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
本
稿

で
は
そ
れ
を
事
典
類
に
基
づ
い
て
作
成
し
て
い
る
。
事
典
類
に
は
編
者
の
恣
意
が

・
介
入
し
、
加
え
て
、
『
国
会
議
員
事
典
』
に
は
誤
り
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
こ
と

も
否
め
ず
、
プ
ロ
ソ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
分
析
が
孕
む
問
題
と
し
て
指
摘
し
て
お
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

一九世紀後半フランスにおける上級行政官の養成（岡本）

第
一
章
　
第
二
帝
政
期
傍
聴
官
の
登
用

　
ナ
ポ
レ
オ
ン
期
に
お
い
て
、
C
E
は
下
院
に
先
立
ち
法
案
審
議
を
お
こ
な
っ
て
い
た
が
、
議
会
政
治
を
脅
か
す
と
い
う
理
由
か
ら
、
復
古
王

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

警
固
と
七
月
王
政
期
の
C
E
に
は
立
法
に
関
わ
る
権
限
は
付
与
さ
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
第
二
共
和
政
期
の
C
E
に
は
、
「
第
二
の
議
会

ω
Φ
o
o
匿
①
》
ω
ω
Φ
8
巨
Φ
Φ
」
の
役
割
を
担
う
と
い
う
観
点
か
ら
、
下
院
で
作
成
さ
れ
た
法
案
な
ど
を
審
議
す
る
諮
問
機
関
と
し
て
の
権
限
が
付
与

　
　
②

さ
れ
た
。
次
い
で
、
第
二
帝
政
期
に
お
い
て
そ
の
権
限
を
さ
ら
に
増
す
こ
と
と
な
り
、
一
八
五
二
年
憲
法
第
五
〇
条
で
、
「
法
案
や
行
政
規
則

を
起
草
し
、
行
政
に
関
し
て
生
じ
る
疑
義
を
解
決
す
る
任
務
が
あ
る
」
と
規
定
さ
れ
た
。
こ
の
規
定
は
、
前
記
の
共
和
暦
八
年
憲
法
第
五
二
条

に
お
い
て
明
記
さ
れ
た
C
E
に
関
す
る
規
定
と
同
一
文
言
で
あ
り
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
三
世
が
ナ
ポ
レ
オ
ン
一
世
の
C
E
制
度
を
踏
襲
し
よ
う
と
し

て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
し
て
、
C
E
の
具
体
的
な
権
限
を
定
め
た
一
入
五
二
年
一
月
二
五
日
政
令
（
以
下
、
一
八
五
二
年
政
令
と
略

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

記
）
に
よ
っ
て
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
期
と
同
様
に
、
下
院
に
先
立
つ
法
案
作
成
の
権
限
が
C
E
に
与
え
ら
れ
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
た
（
第
～
条
）
。

　
C
E
の
組
織
形
態
と
し
て
、
一
．
立
法
・
法
務
・
外
交
部
門
、
二
．
訴
訟
部
門
、
三
．
内
務
・
公
教
育
・
宗
教
部
門
、
四
．
公
共
事
業
・
農

務
・
商
務
部
門
、
五
．
陸
軍
・
海
軍
部
門
、
六
．
財
務
部
門
の
計
六
つ
の
部
門
が
設
置
さ
れ
、
各
省
と
連
携
し
て
、
立
法
と
行
政
に
関
す
る
任

務
が
お
こ
な
わ
れ
た
（
第
一
〇
条
）
。
C
E
の
構
成
は
、
院
長
職
（
一
八
五
二
年
一
二
月
三
〇
日
政
令
）
と
副
院
長
職
が
設
置
さ
れ
、
上
位
か
ら
、
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評
定
官
が
四
〇
名
か
ら
五
〇
名
、
一
級
調
査
官
が
二
〇
名
、
二
級
調
査
官
が
二
〇
名
、
一
級
傍
聴
官
が
二
〇
名
、
二
級
傍
聴
官
が
二
〇
名
設
置

　
　
　
　
　
④

さ
れ
た
（
第
二
条
）
。
一
八
五
二
年
政
令
に
お
い
て
、
傍
聴
官
の
職
務
に
関
す
る
直
接
的
な
言
及
は
無
い
が
、
傍
聴
官
は
そ
れ
ま
で
の
政
体
と
同

様
に
各
部
門
に
所
属
し
、
そ
こ
で
自
ら
が
担
当
す
る
行
政
案
件
を
熟
知
し
、
上
司
で
あ
る
評
定
官
と
調
査
官
の
サ
ポ
ー
ト
を
お
こ
な
っ
た
と
考

　
　
　
⑥

え
ら
れ
る
。

　
傍
聴
官
の
登
用
と
養
成
に
関
す
る
規
定
は
、
～
八
五
三
年
一
…
月
二
五
日
政
令
（
以
下
、
～
八
五
三
年
政
令
と
略
記
）
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
。

本
政
令
第
三
条
に
よ
っ
て
、
「
二
〇
歳
未
満
の
考
、
フ
ァ
キ
ュ
ル
テ
に
お
い
て
博
士
あ
る
い
は
学
士
浮
Φ
⇒
8
の
学
位
を
有
し
て
い
な
い
者
、

ま
た
は
理
工
科
学
校
、
サ
ン
・
シ
ー
ル
（
陸
軍
学
校
）
、
海
軍
兵
学
校
を
修
了
し
て
い
な
い
者
は
傍
聴
官
に
登
用
さ
れ
な
い
。
［
…
…
］
ま
た
、

事
前
に
傍
聴
官
志
願
者
リ
ス
ト
に
記
載
さ
れ
た
者
の
み
が
〔
適
性
〕
試
験
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
」
（
〔
〕
は
引
用
者
の
補
足
。
以
下
、
同
じ
）

と
さ
れ
た
。
こ
の
「
傍
聴
官
志
願
者
リ
ス
ト
」
に
は
、
年
齢
と
学
位
・
学
歴
規
定
を
満
た
し
た
者
を
閣
外
大
臣
と
C
E
院
長
が
選
定
し
、
ナ
ポ

レ
オ
ン
三
世
に
承
認
さ
れ
た
者
の
み
が
記
載
さ
れ
た
。
つ
ま
り
、
「
傍
聴
官
志
願
者
リ
ス
ト
」
の
存
在
は
、
こ
れ
ら
三
者
の
判
断
に
よ
っ
て
志

願
者
が
決
定
さ
れ
る
こ
と
を
明
示
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
試
験
制
度
が
成
立
し
た
要
因
と
し
て
、
有
能
な
人
材
を
必
要
と
す
る
C

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

E
側
と
、
自
由
裁
量
に
よ
っ
て
若
手
行
政
官
を
選
定
し
た
い
皇
帝
側
と
の
思
惑
の
交
錯
が
挙
げ
ら
れ
る
。
次
に
傍
聴
官
の
俸
給
に
関
し
て
、
一

八
五
二
年
政
令
第
二
五
条
に
お
い
て
、
一
級
傍
聴
官
に
は
年
間
二
千
フ
ラ
ン
の
俸
給
が
支
払
わ
れ
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
た
が
、
若
手
行
政
官
が

初
め
に
就
任
す
る
二
級
傍
聴
官
職
に
は
俸
給
は
支
払
わ
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
一
級
傍
聴
官
に
昇
進
す
る
ま
で
の
数
年
を
無
収
入
で
生

活
で
き
る
だ
け
の
資
産
を
有
す
る
者
の
み
が
二
級
傍
聴
官
へ
登
用
さ
れ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
。

　
登
用
方
法
は
、
試
験
に
よ
る
登
用
が
実
際
さ
れ
、
贈
名
の
評
定
官
か
ら
な
る
試
験
委
員
会
に
よ
っ
て
管
理
さ
れ
た
（
一
八
五
三
年
政
令
第
三

条
）
。
し
か
し
、
法
令
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
試
験
に
関
す
る
項
目
は
こ
の
第
三
条
の
一
文
の
み
で
、
ま
た
、
試
験
に
お
け
る
審
査
方
法
な
ど

の
詳
細
を
示
し
た
史
料
は
存
在
し
な
い
。
土
木
総
局
長
を
父
に
も
ち
、
一
八
六
一
年
に
二
級
傍
聴
宮
に
登
用
さ
れ
た
フ
ラ
ン
ケ
・
ド
ゥ
・
フ
ラ

ン
ク
ヴ
ィ
ル
は
、
自
身
の
團
想
録
で
登
用
試
験
に
関
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
彼
は
、
閣
外
大
臣
フ
ル
ド
と
C
E
院
長
バ
ロ
シ
ュ
が
作
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一九世紀後学フランスにおける上級行政官の養成（岡本）

成
す
る
傍
聴
宮
志
願
者
リ
ス
ト
に
載
る
こ
と
に
苦
労
し
た
が
、
父
親
の
尽
力
で
リ
ス
ト
に
入
る
こ
と
が
で
き
た
と
述
べ
、
傍
聴
官
志
願
者
リ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

ト
に
記
載
さ
れ
る
た
め
に
は
父
親
な
ど
の
支
援
者
に
よ
る
援
助
が
必
要
で
あ
っ
た
こ
と
が
理
解
で
き
る
。

　
さ
ら
に
、
こ
の
よ
う
な
傍
聴
官
登
用
に
お
け
る
縁
故
的
性
質
を
表
す
象
徴
的
な
も
の
と
し
て
、
傍
聴
官
登
用
を
願
い
出
た
請
願
書
の
存
在
が

挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
請
願
書
は
志
願
者
本
人
と
、
彼
ら
の
庇
護
者
か
ら
な
る
推
薦
者
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
。
庇
護
者
と
な
る
人
物
は
、

志
願
者
の
両
親
、
義
理
を
含
め
た
兄
弟
や
叔
父
、
親
族
の
知
人
、
志
願
者
の
前
職
の
上
司
な
ど
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
志
願
者
の
さ
ま
ざ
ま
な
属

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

性
を
推
薦
理
由
と
し
、
傍
聴
官
職
に
相
応
し
い
こ
と
を
請
願
書
に
記
し
た
の
で
あ
る
。

　
請
願
書
の
記
述
内
容
を
分
析
す
る
と
、
以
下
二
点
の
特
徴
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
第
一
の
特
徴
と
し
て
、
志
願
者
本
人
の
能
力
に
関
す
る
こ

と
が
推
薦
理
由
と
し
て
記
述
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、
「
私
の
息
子
は
法
学
士
号
を
有
し
、
三
年
前
か
ら
私
〔
モ
ー
ゼ
ル
県
知
事
〕
の
官
房
長
を
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
り
ま
す
」
と
い
っ
た
、
志
願
者
の
学
歴
や
職
歴
に
関
す
る
も
の
と
、
「
彼
は
善
良
な
人
物
で
あ
る
こ
と
を
私
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

表1　第二帝政期2級傍聴官の登用数

年 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61

人　数 25 2 14 22 3 17 12 0 9 7

年 62 63 64 65 66 67 68 69 70

入　数 1 5 26 13 16 6 16 13 10

（典挺：傍聴官データベースより作成）

保
証
致
し
ま
す
。
［
…
…
］
彼
は
自
ら
の
熱
意
と
献
身
に
よ
っ
て
、
傍
聴
官
職
を
得
る
に
値
し
ま
す
」
と
い
っ
た
、

志
願
者
の
人
間
性
に
関
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
次
に
、
第
二
の
特
徴
と
し
て
、
志
願
者
の
出
自
や
財
産
の
よ
う
な
、

彼
ら
を
取
り
巻
く
状
況
も
請
願
書
に
お
け
る
推
薦
理
由
と
な
っ
た
。
そ
れ
は
、
「
私
の
夫
〔
志
願
者
の
父
親
〕
は
、

土
木
局
総
局
長
職
を
二
〇
年
に
わ
た
っ
て
務
め
、
C
E
の
メ
ン
バ
ー
〔
七
月
王
政
期
の
公
共
事
業
委
員
会
副
委
員
長
〕

　
　
　
　
　
　
⑪

で
も
あ
り
ま
し
た
」
、
「
〔
志
願
者
の
叔
父
で
あ
る
〕
レ
モ
ン
将
軍
は
、
ワ
ー
テ
ル
ロ
ー
の
戦
い
を
含
め
た
共
和
題
言

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

と
帝
政
期
に
お
け
る
全
て
の
遠
征
に
参
加
い
た
し
ま
し
た
」
、
あ
る
い
は
、
「
私
の
父
親
は
大
佐
と
し
て
帝
政
期
の

戦
争
に
参
加
し
、
彼
の
息
子
の
う
ち
海
軍
将
校
で
あ
る
二
人
〔
志
願
者
の
兄
弟
〕
は
公
務
に
そ
の
身
を
捧
げ
ま
し

⑬た
」
と
い
う
記
述
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
志
願
者
の
出
自
を
述
べ
る
と
同
時
に
、
行
政
宮
や
軍
人
と
し
て
の

親
族
の
国
家
に
対
す
る
貢
献
も
志
願
者
の
推
薦
理
由
と
し
て
強
調
さ
れ
た
。
ま
た
、
「
私
は
八
千
フ
ラ
ン
以
上
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

地
租
を
支
払
っ
て
お
り
ま
す
」
、
「
彼
は
年
金
と
し
て
六
万
フ
ラ
ン
の
財
産
を
得
て
お
り
ま
す
」
と
い
っ
た
、
志
願
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者
の
財
産
に
関
す
る
記
述
も
み
ら
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
当
時
の
傍
聴
官
に
は
俸
給
が
無
い
こ
と
か
ら
、
無
給
で
も
生
計
を
立
て
ら
れ
る
こ
と

と
、
経
済
的
に
安
定
し
た
家
系
の
出
身
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
た
め
の
記
述
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
第
二
帝
政
期
傍

聴
官
の
登
用
論
理
と
し
て
、
「
傍
聴
官
志
願
者
リ
ス
ト
」
と
請
願
書
を
使
用
す
る
こ
と
で
、
職
歴
や
人
間
性
も
含
め
た
能
力
が
あ
り
、
家
系
に

よ
る
国
家
へ
の
貢
献
が
認
め
ら
れ
、
そ
し
て
経
済
的
安
定
を
有
す
る
者
を
登
用
す
る
こ
と
が
目
指
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
請
願
書
の
作
成
年
（
作
成
年
が
判
明
し
た
請
願
書
は
五
六
通
中
五
二
通
）
を
み
て
み
る
と
、
全
て
の
請
願
書
は
一
八
五
二
年
か
ら
一
八

五
九
年
ま
で
の
帝
政
前
半
期
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
の
六
割
以
上
が
一
八
五
二
年
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
試
験
制
度
も

整
わ
ず
、
ま
た
、
新
規
登
用
者
を
多
く
必
要
と
し
た
帝
政
始
動
時
の
み
に
お
け
る
傍
聴
官
選
定
の
手
段
と
し
て
、
請
願
書
が
使
用
さ
れ
て
い
た

と
い
え
る
。

　
そ
し
て
、
第
二
帝
政
末
期
に
な
る
と
、
請
願
書
の
役
割
は
低
下
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
第
三
共
和
政
期
の
下
院
に
お
い
て
、
公
役
務

に
関
わ
る
改
革
を
担
当
し
て
い
た
共
和
派
の
ポ
ー
ル
・
ジ
ョ
ゾ
ン
は
、
帝
政
前
半
期
は
皇
帝
と
政
府
の
恣
意
に
よ
っ
て
登
用
の
厳
格
性
が
失
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

れ
た
が
、
帝
政
末
期
に
な
る
と
傍
聴
官
制
度
は
重
要
性
を
増
し
、
優
秀
な
若
者
を
厳
正
に
選
び
出
し
た
と
述
べ
て
い
る
。
ジ
ョ
ゾ
ン
が
指
摘
す

る
よ
う
に
、
帝
政
末
期
の
一
八
七
〇
年
三
月
一
六
日
政
令
（
以
下
、
一
八
七
〇
年
政
令
と
略
記
）
は
、
そ
れ
ま
で
簡
略
な
も
の
に
す
ぎ
な
か
っ
た

試
験
に
関
す
る
規
定
を
一
隻
し
て
、
詳
細
な
法
令
を
定
め
た
。
具
体
的
に
は
、
評
定
官
の
う
ち
最
古
参
の
三
下
が
審
査
官
に
選
ば
れ
（
第
二
条
）
、

試
験
科
目
は
、
コ
．
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
参
政
権
と
憲
法
の
原
理
に
関
し
て
」
、
「
二
．
国
際
法
の
　
般
原
則
に
関
し
て
」
、
「
三
．
フ
ラ
ン
ス

民
法
と
フ
ラ
ン
ス
司
法
組
織
の
一
般
原
則
に
関
し
て
」
、
「
四
，
行
政
組
織
に
関
し
て
。
お
よ
び
、
コ
ン
ク
ー
ル
（
競
争
試
験
）
開
催
前
の
少
な

く
と
も
六
ヶ
月
以
内
に
公
布
さ
れ
、
閣
外
大
臣
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
た
行
政
案
件
に
関
し
て
」
、
「
五
．
政
治
経
済
学
の
基
本
概
念
に
関
し
て
」

　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

（
第
三
条
）
と
さ
れ
た
。
コ
ン
ク
ー
ル
は
筆
記
試
験
と
口
述
試
験
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
（
第
四
条
）
。
筆
記
試
験
は
、
試
験
科
目
の
「
四
」
に

関
す
る
出
題
範
囲
か
ら
事
前
に
五
題
を
作
成
し
、
受
験
者
の
前
で
く
じ
に
よ
っ
て
一
題
を
選
択
す
る
と
い
う
方
法
が
取
ら
れ
、
試
験
時
間
は
六

時
間
で
あ
っ
た
（
第
五
条
）
。
口
述
試
験
は
、
本
政
令
第
三
条
で
提
示
さ
れ
た
全
て
の
出
題
範
囲
の
中
か
ら
出
題
さ
れ
、
試
験
時
間
は
各
人
三
〇
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一九世紀後半フランスにおける上級行政窟の養成（岡本〉

分
で
あ
っ
た
（
第
六
条
）
。
こ
の
よ
う
に
、
第
二
帝
政
末
期
の
登
用
に
お
い
て
、
審
査
方
法
が
初
め
て
法
令
で
定
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
本
政
令

実
施
の
背
景
に
は
、
一
八
六
九
年
の
下
院
選
挙
後
か
ら
は
じ
ま
る
議
会
帝
政
に
よ
っ
て
、
下
院
の
多
数
派
が
権
限
拡
大
の
た
め
に
C
E
の
権
限

を
縮
小
さ
せ
た
こ
と
が
影
響
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
同
時
に
、
傍
聴
官
制
度
を
多
数
の
者
を
登
用
し
、
多
様
な
公
職
に
応
じ
た
行
政
官
を
養
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

す
る
機
関
か
ら
、
少
数
の
者
を
厳
選
し
、
将
来
的
な
調
査
官
を
養
成
す
る
と
い
う
限
定
し
た
役
割
を
担
う
機
関
へ
と
変
え
て
い
っ
た
。

　
最
後
に
、
傍
聴
官
の
社
会
階
層
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
ラ
イ
ト
が
抽
出
し
た
第
二
帝
政
期
傍
聴
宮
二
一
五
名
の
出
自
デ
ー
タ
を
利
用
し

　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

て
分
析
を
お
こ
な
う
。
出
自
の
内
訳
は
、
公
務
員
が
一
一
四
名
（
五
三
・
○
％
）
、
専
門
職
従
事
者
が
三
三
名
（
一
五
・
三
％
）
、
銀
行
家
・
商

人
・
工
業
家
が
一
八
名
（
八
・
四
％
）
、
地
主
・
年
金
生
活
者
が
五
〇
名
（
二
三
・
三
％
）
で
あ
っ
た
。
ド
ラ
ゴ
の
『
C
E
人
名
辞
典
』
か
ら
明

ら
か
と
な
っ
た
第
二
共
和
政
期
の
傍
聴
官
～
＝
一
名
中
、
出
自
の
判
明
す
る
＝
二
名
の
内
訳
は
、
公
務
員
が
八
名
（
六
一
・
五
％
）
、
専
門
職
従
事

者
と
銀
行
家
・
工
業
家
が
各
二
名
（
一
五
・
四
％
）
、
地
主
が
一
名
（
七
・
七
％
）
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
七
月
王
政
期
の
傍
聴
官
一
二
一
名
（
出

自
が
判
明
し
た
の
は
二
〇
五
名
）
の
出
自
は
、
公
務
員
が
＝
一
一
名
（
五
九
・
○
％
）
、
専
門
職
従
事
者
が
二
三
名
（
＝
・
二
％
）
、
銀
行
家
・
商

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

人
・
工
業
家
が
三
二
名
（
一
五
・
六
％
）
、
地
主
・
年
金
生
活
者
が
二
九
名
（
一
四
・
一
％
）
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
第
二
帝
政
期
に

お
い
て
も
公
務
員
を
出
自
と
す
る
者
の
再
生
産
が
引
き
続
き
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
理
解
で
き
る
の
で
あ
る
。

①
　
以
下
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
期
、
復
古
王
政
期
、
七
月
王
政
期
の
傍
聴
官
制
度
の
実
態

　
に
関
し
て
は
、
拙
稿
コ
九
世
紀
初
期
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
上
級
行
政
官
の
養
成

　
ー
ナ
ポ
レ
オ
ン
期
お
よ
び
復
古
王
政
期
の
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
傍
聴
官
制
度
を

　
申
心
に
一
」
『
西
洋
史
学
』
第
二
四
七
号
、
二
〇
～
二
年
、
～
－
二
〇
頁
、
同

　
「
一
九
世
紀
中
期
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
上
級
行
政
官
の
養
成
一
七
月
王
政
期
の

　
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
傍
聴
官
制
度
を
中
心
に
一
」
魍
史
学
雑
誌
㎞
第
＝
一
三
編

　
第
八
弩
、
二
〇
一
四
年
、
六
三
－
八
七
頁
を
参
照
。

②
内
閣
ω
ω
目
押
3
ミ
署
．
ω
ω
山
《

③
以
下
、
法
令
に
関
す
る
テ
ク
ス
ト
は
、
U
¢
＜
両
菊
O
日
力
し
㌔
o
ヴ
‘
G
ミ
ミ
§
～

　
8
謡
愚
慮
膏
§
防
ミ
費
　
織
§
＼
鳴
賞
　
ミ
職
。
ミ
ミ
§
塁
　
、
爵
、
鳴
ミ
§
賞
　
ミ
§
騎
ミ
へ

　
G
ミ
～
紹
職
織
肉
ミ
琳
を
参
照
し
た
。

④
本
稿
で
は
、
若
手
行
政
官
の
養
成
と
い
う
観
点
に
基
づ
い
て
、
二
級
傍
聴
官
か

　
ら
経
歴
を
開
始
し
た
者
を
分
析
対
象
と
す
る
。

⑤
～
八
三
九
年
九
月
一
八
日
政
令
第
～
九
、
壬
二
条
と
一
八
四
九
年
三
月
三
日
法

　
（
以
下
、
一
八
四
九
年
法
と
略
記
）
第
二
一
条
を
参
照
。

⑥
≦
巴
Ω
出
θ
魯
ミ
も
」
㊤
ρ

⑦
「
”
〉
二
〇
d
国
く
H
F
国
O
銅
O
ミ
m
鷺
譜
疑
さ
§
寒
国
中
象
§
§
誌
b

　
N
O
Q
へ
O
I
N
℃
N
℃
畢
勺
簿
甑
。
σ
』
8
卜
σ
．
冒
P
G
Q
㊤
1
鳶
■
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⑧
請
願
書
の
分
析
に
際
し
て
、
》
．
堵
閃
＼
圃
O
＼
①
ω
①
か
ら
入
手
し
た
、
三
〇
名
の
傍

　
聴
官
志
願
者
が
ナ
ポ
レ
オ
ン
三
世
と
閤
外
大
臣
宛
に
作
成
し
た
、
延
べ
五
六
通
の

　
請
願
書
を
使
照
す
る
。
講
願
書
分
析
に
用
い
る
史
料
の
数
は
、
第
二
帝
政
期
傍
聴

　
官
の
全
二
一
七
名
と
い
う
数
字
か
ら
み
れ
ば
僅
か
で
あ
り
、
定
量
的
分
析
を
お
こ

　
な
う
に
は
十
分
と
は
多
い
難
い
。
し
か
し
、
後
述
の
よ
う
に
、
全
て
の
傍
聴
官
の

　
登
用
時
に
請
願
書
が
作
成
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
現

　
存
の
講
願
書
を
分
析
す
る
こ
と
で
、
部
分
的
で
は
あ
る
が
傍
聴
官
の
登
用
条
件
を

　
明
ら
か
に
で
き
る
と
考
え
る
。

⑨
｝
八
五
四
年
、
志
願
脱
力
・
・
マ
ユ
・
マ
ラ
ー
の
父
親
か
ら
閣
外
大
距
宛
の
請
願

　
轡
。
〉
・
昇
両
＼
刈
O
＼
O
ω
9

⑩
一
入
五
六
年
、
志
願
者
ア
ル
チ
ュ
ー
ル
・
ル
グ
ラ
ン
が
秘
書
官
と
し
て
務
め
た

　
元
老
院
議
員
ラ
ク
ロ
ス
か
ら
ナ
ポ
レ
オ
ン
三
世
宛
の
請
願
書
。
〉
．
乞
．
’

　
閃
＼
刈
O
＼
①
ω
O

⑳
一
八
五
六
年
、
志
願
者
ル
グ
ラ
ン
の
母
親
か
ら
ナ
ポ
レ
オ
ン
三
世
宛
の
請
願
書
。

　
》
．
客
「
男
＼
刈
O
＼
①
ω
①
9

⑫
一
八
五
九
年
、
志
願
者
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
ボ
ビ
エ
：
ル
の
父
親
か
ら
閣
外
大
麗

　
宛
の
講
願
書
。
〉
・
算
噂
閃
＼
刈
O
＼
①
g
。
q

⑬
　
八
五
六
年
、
志
願
者
ア
ル
ベ
ー
ル
・
ダ
ア
ン
ド
レ
か
ら
閣
外
大
臣
宛
の
請
願

　
書
。
〉
．
宏
．
’
閃
＼
刈
O
＼
①
ω
9

⑭
一
八
五
二
年
、
志
願
者
ベ
ル
ナ
ー
ル
・
ド
ゥ
・
プ
レ
ー
ル
の
父
親
か
ら
ナ
ポ
レ

　
オ
ン
三
世
宛
の
請
願
書
。
》
．
冥
噛
同
＼
刈
O
＼
Φ
ω
9

⑮
　
一
入
五
六
年
、
志
願
者
ア
ン
リ
・
ヴ
ィ
ル
ヌ
ー
ヴ
の
父
親
か
ら
ナ
ポ
レ
オ
ン
三

　
世
宛
の
請
願
書
。
》
．
客
．
閃
＼
刈
O
＼
①
Q
。
①
．

⑯
冒
ミ
、
嚇
ミ
§
§
ミ
鳴
ミ
肉
爵
眠
ミ
§
ミ
誉
ミ
ミ
絶
（
以
下
、
S
9
と
略
記
）
し
Φ

　
。
。
ヨ
巴
鵠
認
’
℃
』
Φ
㎝
①
．

⑰
本
政
令
か
ら
、
登
用
試
験
の
名
称
が
「
適
性
試
験
」
か
ら
「
競
争
試
験
」
に
変

　
更
さ
れ
た
。

⑬
℃
》
労
O
U
H
’
〉
‘
密
9
蕊
ミ
職
、
吋
鷺
ひ
恥
§
ミ
§
ミ
“
ミ
器
誘
醇

　
§
6
§
§
譜
亀
．
母
8
§
”
N
馨
N
も
漣
魍
勺
幾
ジ
一
Φ
認
、
ロ
．
ミ
。
。
一
≦
カ
お
顕
β
魯
■

　
9
野
署
．
一
。
。
①
∴
。
。
N
議
会
帝
政
に
よ
る
傍
聴
無
数
の
減
少
に
関
し
て
は
次
章
で
述

　
べ
る
。

⑲
本
稿
に
お
け
る
出
自
は
父
親
の
最
終
職
業
、
あ
る
い
は
傍
穂
麦
登
胴
時
の
父
親

　
の
職
業
を
出
自
と
し
て
算
出
し
た
。
ま
た
、
本
分
析
に
お
い
て
、
ラ
イ
ト
は
代
議

　
士
を
職
業
と
し
て
出
自
に
算
入
し
て
い
る
が
、
当
蒔
の
代
議
士
は
他
の
職
業
と
の

　
兼
職
を
お
こ
な
っ
て
お
り
、
他
の
職
業
と
同
列
の
職
業
と
は
見
な
し
難
い
。
よ
っ

　
て
、
本
稿
に
お
い
て
は
二
一
二
三
名
か
ら
代
議
士
を
出
自
と
す
る
｝
八
名
を
除
外
し

　
た
二
～
五
名
を
全
体
数
と
し
た
。
≦
渕
H
Ω
鵠
θ
§
■
織
野
P
か
。
O
ρ

⑳
拙
稿
コ
九
世
紀
中
期
フ
ラ
ン
ス
」
、
前
掲
論
文
、
六
八
頁
の
表
1
を
参
照
。
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第
二
章
　
第
二
帝
政
期
傍
聴
官
の
養
成

（㎜

j
法
令
か
ら
み
た
傍
聴
官
経
歴
の
分
析

傍
聴
官
の
登
用
資
格
を
規
定
し
た
一
八
五
三
年
政
令
に
お
い
て
、
傍
聴
官
に
行
政
実
務
を
経
験
さ
せ
る
た
め
の
具
体
的
な
方
法
が
規
定
さ
れ

た
。
第
四
条
に
お
い
て
、
「
C
E
の
仕
事
へ
の
参
加
と
は
無
関
係
に
、
傍
聴
官
は
彼
ら
が
所
属
す
る
部
門
に
対
応
す
る
省
の
担
当
官
に
な
る
こ
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と
が
で
き
る
」
と
さ
れ
、
本
規
定
は
、
省
と
C
E
部
門
に
傍
聴
官
を
赴
任
さ
せ
る
こ
と
で
、
双
方
の
仲
介
者
と
し
て
の
役
割
を
傍
聴
官
に
担
わ

せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
次
に
、
第
五
条
に
お
い
て
、
「
傍
聴
官
は
、
県
の
担
当
官
に
な
る
こ
と
が
で
き
る
。
県
知
事
は
、
着
任
し
た
傍
聴
官
を

空
い
て
い
る
郡
長
職
に
一
時
的
に
着
任
さ
せ
、
行
政
や
訴
訟
の
任
務
を
託
す
。
傍
聴
官
は
県
参
事
会
の
会
議
に
参
加
し
、
発
言
す
る
」
と
さ
れ

た
。
ま
さ
し
く
こ
の
第
五
条
は
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
期
の
一
八
〇
九
年
一
二
月
二
六
日
政
令
第
一
五
条
「
各
県
知
事
の
も
と
に
一
名
の
傍
聴
官
を
配

属
さ
せ
、
［
…
…
］
彼
ら
は
県
庁
所
在
地
の
郡
長
職
を
代
理
す
る
」
と
い
う
養
成
方
法
と
一
致
し
、
地
方
行
政
を
司
る
県
知
事
の
下
で
、
行
政

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

官
で
あ
る
傍
聴
官
の
養
成
を
目
指
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
、
傍
聴
官
が
地
方
行
政
に
携
わ
る
こ
と
を
規
定
し
た
法
令
は
、
ナ
ポ
レ

オ
ン
期
を
除
く
そ
れ
ま
で
の
政
体
で
は
存
在
せ
ず
、
第
二
帝
政
期
の
一
つ
の
特
徴
と
い
え
る
。
ま
た
、
一
八
五
三
年
政
令
第
二
条
に
よ
っ
て
、

一
級
と
二
級
傍
聴
官
の
定
員
の
合
計
は
一
八
五
二
年
政
令
で
定
め
ら
れ
た
四
〇
名
か
ら
、
　
級
二
〇
名
と
二
級
六
〇
名
の
計
八
○
名
に
引
き
上

げ
ら
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
よ
り
多
く
の
傍
聴
官
を
行
政
官
と
し
て
積
極
的
に
養
成
し
よ
う
と
す
る
意
図
を
示
し
て
い
る
。

　
そ
し
て
、
第
二
帝
政
後
半
期
か
ら
傍
聴
官
経
歴
に
変
化
を
も
た
ら
す
諸
法
令
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
ま
ず
、
一
八
六
〇
年
一
〇
月
一

日
政
令
（
以
下
、
一
八
六
〇
年
政
令
と
略
記
）
で
、
一
級
と
二
級
傍
聴
官
の
定
員
が
二
〇
名
と
六
〇
名
か
ら
、
各
四
〇
名
と
な
り
、
一
級
と
二
級

傍
聴
官
の
定
員
を
同
数
と
す
る
こ
と
で
、
二
級
傍
聴
官
か
ら
一
級
傍
聴
官
へ
の
昇
進
機
会
を
増
や
す
こ
と
が
目
指
さ
れ
た
。
次
に
、
一
八
六
三

年
九
月
七
日
政
令
（
以
下
、
一
八
六
三
年
政
令
と
略
記
）
は
、
第
二
帝
政
期
の
傍
聴
官
制
度
が
設
置
さ
れ
て
一
〇
年
が
経
ち
、
そ
の
間
に
生
じ
た

傍
聴
官
養
成
に
関
す
る
問
題
を
改
善
す
べ
く
制
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
本
政
令
前
文
に
お
け
る
ナ
ポ
レ
オ
ン
三
世
の
「
傍
聴
官
と
し
て
の

期
間
は
、
C
E
に
お
け
る
各
役
職
の
た
め
だ
け
で
は
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
公
職
の
た
め
の
試
練
と
準
備
の
期
間
で
も
あ
る
。
［
…
…
］
優
秀
な

者
に
は
あ
ら
ゆ
る
公
役
務
ω
興
く
8
Φ
窟
窪
。
へ
の
就
任
を
保
証
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
」
と
い
う
文
言
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
本
政
令
は
、

傍
聴
嘗
制
度
が
行
政
営
養
成
機
関
で
あ
る
こ
と
を
再
認
識
さ
せ
、
傍
聴
官
の
中
央
・
地
方
行
政
職
へ
の
出
向
を
促
進
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

第
一
条
「
二
級
県
の
郡
山
と
事
務
局
長
、
三
級
県
の
郡
長
、
一
級
県
と
二
級
県
の
県
参
事
会
員
の
職
の
四
分
の
一
と
、
帝
国
裁
判
所
検
事
代
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

の
職
に
毎
年
六
名
は
、
少
な
く
と
も
二
年
以
上
C
E
で
勤
務
実
績
の
あ
る
傍
聴
官
に
用
意
さ
れ
る
。
」
と
い
う
よ
う
に
、
～
八
六
三
年
政
令
は
、

47　（477）



傍
聴
官
に
用
意
さ
れ
る
出
向
先
ポ
ス
ト
、
定
員
、
就
任
条
件
を
よ
り
具
体
的
に
定
め
る
こ
と
で
、
傍
聴
宮
の
出
向
先
の
不
足
を
補
お
う
と
し
た
。

昼
時
に
、
「
満
五
年
間
在
職
し
た
後
、
公
役
務
に
就
か
な
か
っ
た
傍
聴
官
は
、
も
う
C
E
に
は
所
属
で
き
な
い
」
と
規
定
さ
れ
た
第
二
条
は
、

公
役
務
に
就
く
こ
と
な
く
長
期
間
C
E
に
在
職
す
る
こ
と
を
禁
止
す
る
た
め
の
規
定
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
一
八
六
〇
年
政
令
と
一
八
六
三
年
政
令
に
よ
り
、
行
政
官
養
成
の
場
と
し
て
充
実
が
図
ら
れ
た
傍
聴
官
制
度
で
あ
っ
た
が
、

帝
政
末
期
の
一
八
六
九
年
一
一
月
三
B
政
令
第
一
条
「
今
後
、
C
E
傍
聴
官
記
は
一
級
傍
聴
官
三
二
名
と
二
級
傍
聴
官
＝
職
名
の
計
四
八
名
と

す
る
」
、
第
二
条
「
毎
年
八
名
以
上
の
二
級
傍
聴
官
を
任
命
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
い
う
規
定
に
よ
っ
て
、
組
織
と
し
て
の
規
模
を
縮
小
さ
せ

る
こ
と
と
な
っ
た
。
本
政
令
実
施
の
背
景
に
も
、
一
八
七
〇
年
政
令
実
施
の
際
と
同
じ
く
、
議
会
帝
政
の
影
響
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
次

節
で
は
、
法
令
分
析
だ
け
で
は
明
ら
か
に
で
き
な
い
傍
聴
官
経
歴
の
実
態
を
傍
聴
官
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
基
に
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
。

48　（478）

（
二
）
プ
ロ
ソ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
分
析
を
用
い
た
傍
聴
官
経
歴
の
分
析

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

　
傍
聴
官
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
基
に
、
第
二
帝
政
画
筆
聴
官
の
経
歴
を
示
し
た
も
の
が
表
2
で
、
そ
こ
か
ら
作
成
し
た
も
の
が
図
1
で
あ
る
。

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
分
析
か
ら
明
ら
と
な
っ
た
傍
聴
官
経
歴
の
特
徴
を
、
以
下
で
は
、
二
級
傍
聴
官
が
た
ど
っ
た
経
歴
と
、
こ
の
二
級
傍
聴
富
の
中

か
ら
一
級
傍
聴
官
に
昇
進
し
た
者
の
経
歴
に
分
け
て
分
析
を
進
め
て
い
く
。
ま
ず
、
二
一
七
名
の
二
級
傍
聴
官
が
た
ど
っ
た
経
歴
に
関
し
て
、

彼
ら
に
は
大
き
く
分
け
て
二
つ
の
経
歴
モ
デ
ル
が
存
在
し
た
。
第
一
モ
デ
ル
と
し
て
、
中
央
行
政
職
と
地
方
行
政
職
へ
出
向
し
た
者
が
、
そ
れ

ぞ
れ
四
六
名
（
表
2
「
1
」
欄
）
と
三
五
名
（
「
2
」
）
、
そ
し
て
、
第
ニ
モ
デ
ル
と
し
て
、
他
の
行
政
職
に
出
向
す
る
こ
と
な
く
C
E
内
部
で
の

職
務
の
み
を
お
こ
な
っ
た
者
が
＝
二
六
名
（
「
3
」
か
ら
「
5
」
）
存
在
し
た
。
で
は
、
こ
れ
ら
二
つ
の
経
歴
モ
デ
ル
に
お
い
て
、
傍
聴
官
に
ど
の

よ
う
な
経
験
を
積
ま
せ
る
こ
と
が
意
図
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
ま
ず
、
第
一
モ
デ
ル
に
お
い
て
、
中
央
行
政
職
へ
出
向
し
た
四
六
名
の
職
種
の
内
訳
は
延
べ
人
数
で
、
各
省
の
担
当
官
が
三
六
名
、
中
央
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

政
に
関
わ
る
書
記
営
が
六
名
、
大
臣
官
房
長
が
四
書
、
大
臣
官
房
長
補
佐
が
二
名
、
会
計
検
査
院
検
査
官
が
　
名
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
一
八
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　　　　　　　　　　　　　表2　第二帝政二一聴官の経歴i

・2級傍聴官の経歴（217名） 52－55 56－60 61－65 66－70 合　計

1．中央行政職に出向（この中から後に
@1級傍聴官に昇進）

9（9） 10⑦ ll（10） 16（12） 46（38）

2，地方行政職に出向（この中から後に

@1級傍聴宮に昇進）
3（1） 17（2） 6（3） 9（4） 35（10）

3．CE内部での職務を経て1級傍聴官に昇進 9 14 23 45 91

4．CE内部での職務を経て離職 3 3 5 11

5，CE内部での職務を経て在職中に政体変化 34 34

・1級傍聴官の経歴（139名※） 52－55 56－60 6レ65 66－70 合　計

6．中央行政職に出向（この中から後に
@2級調査窟に昇進〉

6（5） 8（7） 24（6） 38（18＞

7．地方行政職に出向（この中から後に

@2級調査富に昇進）
1 4（2） 10（1） 15（3）

8．CE内部での職務を経て2級調査官に昇進 1 3 5 4 13

9．CE内部での職務を経て特任調査官にのみ
@就任

9 9

10．代議士に立候補 3 2 5

11．CE内部での職務を経て離職 3 24 27

12，CE内部での職務を経て政体変化 32 32

※「1」とf2」の括弧内とf3」を合計した入数。

五
三
年
政
令
第
四
条
で
定
め
ら
れ
た
よ
う
に
、
大
半
の
者
が
担

当
官
と
し
て
各
省
に
勤
務
す
る
こ
と
で
、
行
政
官
と
し
て
の
能

力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
目
指
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
次
に
、
第

一
モ
デ
ル
に
お
い
て
、
地
方
行
政
職
へ
出
向
し
た
三
五
名
の
職

種
の
内
訳
は
延
べ
人
数
で
、
郡
長
が
二
〇
名
、
県
担
当
官
が
一

四
名
、
県
事
務
局
長
が
＝
名
、
県
参
事
会
員
が
五
名
、
県
政

府
委
員
が
三
名
、
知
事
が
二
名
で
あ
り
、
彼
ら
は
、
一
八
五
三

年
政
令
第
五
条
で
定
め
ら
れ
た
県
担
当
官
や
、
郡
長
と
し
て
県

行
政
に
携
わ
る
こ
と
で
そ
の
能
力
を
磨
く
こ
と
が
想
定
さ
れ
た

　
　
　
⑤

の
で
あ
る
。
最
後
に
、
第
ニ
モ
デ
ル
の
｝
三
六
名
は
C
E
内
に

お
い
て
各
部
門
に
所
属
し
、
そ
こ
で
窃
ら
が
担
当
す
る
行
政
案

件
を
熟
知
し
、
上
司
で
あ
る
評
定
官
と
調
査
官
の
サ
ポ
ー
ト
を

お
こ
な
っ
た
。
例
え
ば
、
六
一
年
に
二
級
傍
聴
官
に
登
用
さ
れ
、

公
共
事
業
部
門
に
配
属
さ
れ
た
前
記
の
ド
ゥ
・
フ
ラ
ン
ク
ヴ
ィ

ル
は
、
同
部
門
で
の
仕
事
の
合
間
に
鉄
道
諮
問
委
員
会
で
知
見

を
広
め
、
C
E
内
に
設
け
ら
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
研
究
会
o
O
亭

h
⑫
窪
8
に
お
い
て
、
法
学
、
歴
史
学
、
文
学
に
関
す
る
議
論

を
お
こ
な
っ
た
。
そ
し
て
、
彼
が
学
ん
で
い
る
こ
と
に
関
し
て
、

直
接
の
上
司
で
あ
る
評
定
官
ピ
エ
ー
ル
・
ル
・
プ
レ
ー
か
ら
指
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地方行政職に就任 中央行政職に就任・

離　職 特任調査官にのみ就任
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図1　第二帝政期傍聴官の経歴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

導
を
受
け
た
と
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
第
ニ
モ
デ
ル
の
傍
聴
官
は
C
E
で
の
職
務

の
合
間
に
研
究
会
な
ど
に
出
席
し
、
上
司
で
あ
る
評
定
官
か
ら
行
政
官
と
し
て
の
指

導
を
受
け
た
の
で
あ
る
。

　
次
に
、
二
級
傍
聴
官
の
中
か
ら
一
級
傍
聴
官
へ
昇
進
し
た
＝
二
九
名
の
経
歴
に
関

し
て
、
表
2
に
よ
る
と
、
一
級
傍
聴
官
に
も
二
級
傍
聴
官
と
同
類
の
二
つ
の
経
歴
モ

デ
ル
が
存
在
し
た
。
ま
ず
、
第
一
モ
デ
ル
に
お
い
て
、
中
央
行
政
職
へ
出
向
し
た
三

八
名
（
「
6
」
）
の
内
訳
は
延
べ
人
数
で
、
各
省
の
担
当
官
が
二
一
名
、
大
臣
官
房
長

が
八
名
、
中
央
行
政
に
関
わ
る
書
記
官
が
六
名
、
会
計
検
査
院
検
査
官
が
四
名
、
政

府
委
員
が
二
名
、
官
房
長
補
佐
が
一
名
、
そ
の
他
の
行
政
官
が
三
名
で
あ
っ
た
。
次

に
、
第
一
モ
デ
ル
に
お
い
て
、
地
方
行
政
職
へ
出
向
し
た
一
五
名
（
「
7
」
）
の
内
訳

は
延
べ
人
数
で
、
郡
長
と
県
事
務
局
長
が
各
五
名
、
県
担
当
官
が
四
名
、
県
参
事
会

員
が
三
名
、
政
府
委
員
が
一
名
で
あ
っ
た
。
二
級
傍
聴
官
の
第
一
モ
デ
ル
の
内
訳
と

比
較
す
る
と
、
一
級
傍
聴
官
は
、
二
級
傍
聴
官
と
同
様
の
方
法
に
よ
っ
て
行
政
官
と

し
て
養
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
そ
し
て
最
後
に
、
第
ニ
モ
デ
ル
と
し

て
、
他
の
行
政
職
に
出
向
す
る
こ
と
な
く
C
E
内
部
で
の
職
務
の
み
を
お
こ
な
っ
た

者
が
八
六
名
（
「
8
」
か
ら
「
1
2
」
）
存
在
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
二
級
傍
聴
官
と
一
級

傍
聴
官
の
経
歴
に
お
い
て
、
二
つ
の
異
な
る
経
歴
モ
デ
ル
を
経
験
さ
せ
る
こ
と
に
よ

り
、
傍
聴
官
は
行
政
官
と
し
て
の
能
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
目
指
さ
れ
た
の
で
あ

る
。
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し
か
し
な
が
ら
、
ラ
イ
ト
は
以
下
の
理
由
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を
積
ま
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
多
様
な
公
職
に
応
じ
た
行
政
官
の
養
成
を

目
指
し
た
傍
聴
官
制
度
は
、
失
敗
に
終
わ
っ
た
と
結
論
付
け
た
。
そ
れ
は
、
第
｝
に
、
大
臣
や
省
が
自
省
の
行
政
官
の
た
め
の
ポ
ス
ト
が
減
少

す
る
こ
と
を
憂
慮
し
て
、
傍
聴
官
を
自
省
で
雇
用
し
た
が
ら
ず
、
第
二
に
、
当
時
の
様
々
な
行
政
機
関
が
リ
ク
ル
ー
ト
や
昇
進
に
関
す
る
独
自

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

の
シ
ス
テ
ム
を
用
い
る
こ
と
で
専
門
職
化
し
て
い
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
第
一
の
理
由
に
関
し
て
、
幹
部
候
補
と
し
て
の
傍
聴
宮
が
、
各
省
に
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

け
る
年
功
序
列
な
ど
の
既
存
の
習
慣
や
秩
序
を
乱
す
こ
と
を
大
臣
と
省
は
快
く
は
思
わ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
第
二
の
理
由
に
関
し
て
、
例
え

ば
、
地
方
行
政
の
場
に
お
い
て
も
、
県
参
事
会
員
職
や
郡
長
職
で
地
方
の
上
級
行
政
官
を
養
成
す
る
方
法
が
｝
九
世
紀
後
半
に
か
け
て
進
展
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

つ
つ
あ
り
、
傍
聴
官
制
度
と
は
別
系
統
の
養
成
シ
ス
テ
ム
が
存
在
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
一
方
で
、
多
様
な
公
職
に
応
じ
た
行
政
官
を
養
成
す
る
場
と
し
て
の
傍
聴
官
制
度
の
効
果
を
検
証
す
る
方
法
と
し
て
、
何
名
の
傍
聴
官
が
中

央
・
地
方
行
政
職
を
経
験
し
た
の
か
を
示
し
、
次
い
で
、
第
二
帝
政
期
以
前
の
政
体
に
お
け
る
傍
聴
官
制
度
と
の
比
較
分
析
が
必
要
と
な
っ
て

く
る
。
し
か
し
、
ラ
イ
ト
は
中
央
・
地
方
行
政
職
の
全
体
的
な
経
験
者
数
を
明
ら
か
に
し
て
お
ら
ず
、
ま
た
、
そ
れ
ま
で
の
政
体
に
お
け
る
傍

聴
官
制
度
と
の
比
較
分
析
も
お
こ
な
っ
て
い
な
い
。

　
ま
ず
、
既
に
言
及
し
た
よ
う
に
、
二
級
傍
聴
官
が
た
ど
っ
た
経
歴
に
お
い
て
、
中
央
・
地
方
行
政
職
を
経
験
し
た
者
が
そ
れ
ぞ
れ
四
六
名
と

三
五
名
の
計
八
一
名
（
三
七
・
三
％
）
存
在
し
、
同
じ
く
、
二
級
傍
聴
官
の
中
か
ら
一
級
品
聴
官
へ
昇
進
し
た
者
に
お
い
て
、
中
央
・
地
方
行

政
職
を
経
験
し
た
者
が
そ
れ
ぞ
れ
三
八
名
と
一
五
名
の
計
五
三
回
目
三
八
・
一
％
）
存
在
し
た
。
次
い
で
、
傍
聴
官
の
中
央
・
地
方
行
政
職
へ

の
出
向
を
そ
れ
ま
で
の
政
体
と
比
較
し
て
み
る
と
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
期
は
三
級
傍
聴
官
が
三
七
九
心
中
一
九
九
名
（
垂
一
・
五
％
）
、
二
級
傍
聴
官

が
一
六
三
名
案
一
五
九
名
（
九
七
・
五
％
）
、
そ
し
て
一
級
傍
聴
官
が
一
四
三
名
中
八
五
名
（
五
九
・
四
％
）
で
あ
っ
た
。
復
古
王
政
期
は
二
級
傍

聴
官
が
四
二
名
中
中
名
（
九
・
五
％
）
と
一
級
傍
聴
富
が
一
六
下
中
○
名
、
七
月
王
政
期
は
二
級
傍
聴
官
が
一
＝
　
名
中
中
〇
名
（
二
三
・
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

％
）
と
一
級
傍
聴
官
が
一
四
四
名
中
五
二
名
（
三
六
・
一
％
）
、
そ
し
て
、
ド
ラ
ゴ
の
噛
C
E
人
名
辞
典
』
か
ら
明
ら
か
と
な
っ
た
第
二
共
和
政

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

期
は
、
　
＝
一
名
中
五
名
（
二
二
・
七
％
）
の
傍
聴
官
を
中
央
・
地
方
行
政
職
へ
と
出
向
さ
せ
た
。
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以
上
の
よ
う
に
、
拡
大
す
る
帝
国
行
政
に
対
応
す
べ
く
講
じ
ら
れ
た
措
置
と
し
て
、
多
く
の
傍
聴
官
を
中
央
・
地
方
行
政
職
へ
と
出
向
さ
せ

た
ナ
ポ
レ
オ
ン
期
は
例
外
と
し
て
、
第
二
帝
政
期
傍
聴
官
の
中
央
・
地
方
行
政
職
の
経
験
者
数
は
、
特
に
二
級
傍
聴
官
の
経
歴
に
お
い
て
、
そ

れ
ま
で
の
政
体
の
数
値
を
上
回
る
も
の
で
あ
っ
た
。
確
か
に
、
ラ
イ
ト
が
指
摘
す
る
よ
う
な
諸
問
題
に
よ
っ
て
傍
聴
官
の
修
練
の
場
は
制
約
を

強
い
ら
れ
た
が
、
第
二
帝
政
期
の
傍
聴
官
制
度
が
そ
れ
ま
で
の
傍
聴
官
制
度
と
比
べ
て
、
中
央
・
地
方
行
政
職
の
経
験
に
よ
っ
て
多
様
な
公
職

に
応
じ
た
行
政
官
を
養
成
し
よ
う
と
し
た
こ
と
は
確
か
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
第
四
章
第
二
節
に
お
い
て
、
以
上
の
よ
う
に
明
ら
か
と
な
っ
た
第

二
帝
政
期
の
傍
聴
宮
経
歴
と
第
三
共
和
政
前
半
期
の
傍
聴
官
経
歴
と
の
比
較
検
討
を
お
こ
な
う
。
そ
の
こ
と
に
よ
り
、
一
九
世
紀
後
半
の
上
級

行
政
官
養
成
の
実
態
を
長
期
的
な
ス
パ
ン
で
正
確
に
把
握
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

①
～
八
五
三
年
政
令
第
六
条
に
お
い
て
、
県
に
出
向
し
た
二
級
傍
聴
官
に
は
年
間

　
二
千
フ
ラ
ン
の
俸
給
が
支
払
わ
れ
た
が
、
C
E
に
在
職
す
る
二
級
傍
聴
官
に
は
俸

　
給
が
無
か
っ
た
た
め
、
こ
の
俸
給
は
県
が
負
担
し
た
と
推
測
で
き
る
。

　
を
空
○
類
B
魯
’
q
欺
■
8
．
嵩
？
同
刈
N

②
当
時
の
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
各
県
が
三
階
級
に
分
類
さ
れ
て
い
た
。

③
図
中
矢
印
の
大
き
さ
は
表
2
の
数
値
を
表
し
て
い
る
。

④
当
時
の
大
臣
宮
房
に
お
け
る
官
房
長
の
職
務
に
関
し
て
は
、
6
鵠
¢
目
い
日
搾

　
ρ
．
卜
織
ミ
鴨
Q
§
欺
ミ
§
ミ
§
蕊
§
鳩
ミ
ミ
§
ミ
砺
§
へ
き
亀
§
ミ
凄
慧
ω
占
卜
。
8
全

　
O
P
卜
⊃
〇
一
山
ま
を
参
照
。

⑤
郡
長
と
県
参
事
会
の
職
務
に
関
し
て
は
、
例
え
ば
、
国
O
寓
》
園
U
ω
0
7
累
・

　
8
消
熱
蕃
昌
牢
Φ
h
①
。
8
話
同
O
o
暮
ω
（
H
O
Q
臨
み
l
H
Q
o
ω
O
）
唱
9
ヨ
ぴ
N
雀
ゆ
q
Φ
払
ゆ
①
ρ

　
の
○
｝
○
鴇
ρ
国
巳
噛
い
題
6
§
器
筑
N
し
・
§
》
暮
9
ミ
鳴
§
村
嚢
N
§
、
℃
o
一
け
δ
N
ρ

第
三
章
　
第
三
共
和
政
期
傍
聴
官
の
登
用

　
卜
。
O
O
㎝
を
参
照
。

⑥
閃
閃
》
三
ρ
d
国
≦
F
燭
S
ら
罫
燈
や
鼻
甲
餐

⑦
≦
国
Ω
口
日
号
6
罫
℃
や
同
誤
山
鐸

⑧
6
国
臼
F
日
押
き
ミ
ミ
ミ
隷
帖
§
譜
§
貯
ひ
ミ
鳴
§
6
ミ
譜
§
ミ
ミ
§
魍

　
認
誌
」
⑩
㊤
ρ
b
・
ミ
餅

⑨
O
o
葺
の
u
q
b
d
O
H
ψ
噛
《
U
①
一
．
ぎ
ω
葺
鼠
g
山
Φ
ω
算
。
鼠
羅
仁
房
器
0
8
ω
Φ
二

　
島
、
卑
p
。
け
y
沁
§
へ
§
§
§
§
ミ
譜
」
c
。
鐙
遭
お
b
。
鳥
O
ω
る
○
｝
○
ω
。
り
ρ
魯
．
ら
ミ

　
い
〉
ζ
○
¢
ω
Q
り
溝
労
轡
9
’
q
鋒

⑩
拙
稿
コ
九
世
紀
初
期
フ
ラ
ン
ス
」
、
前
掲
論
文
、
一
四
頁
の
表
4
、
拙
稿

　
コ
九
世
紀
中
期
フ
ラ
ン
ス
」
、
前
掲
論
文
、
七
七
頁
の
表
7
を
参
照
。

⑪
ナ
ポ
レ
オ
ン
期
の
傍
聴
官
職
は
三
階
級
に
分
類
さ
れ
、
第
二
共
和
政
期
の
傍
聴

　
官
職
に
階
級
は
存
在
し
な
か
っ
た
。

第
三
共
和
政
期
の
C
E
は
、
一
八
七
二
年
五
月
二
四
日
法
（
以
下
、
一
八
七
二
年
法
と
略
記
）
第
八
条
に
お
い
て
、
政
府
や
下
院
が
作
成
し
た
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法
案
や
行
政
規
則
に
対
し
て
答
申
す
る
役
割
の
み
が
規
定
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
第
二
帝
政
期
の
C
E
が
下
院
に
先
立
っ
て
法
案
作
成
を
お

こ
な
っ
て
い
た
こ
と
に
対
比
し
て
、
第
三
共
和
政
期
で
は
そ
の
権
限
が
削
減
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

　
C
E
の
組
織
形
態
は
、
一
八
七
二
年
八
月
二
一
月
政
令
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
、
一
．
訴
訟
部
門
（
一
八
七
二
年
法
第
一
〇
条
）
、
二
．
内
務
・

法
務
・
公
教
育
・
宗
教
・
芸
術
部
門
、
三
．
財
務
・
陸
軍
・
海
軍
・
植
民
地
・
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
部
門
、
四
．
公
共
事
業
・
農
務
・
商
務
・
外
務

部
門
の
四
部
門
に
分
け
ら
れ
た
（
第
一
条
）
。
第
二
帝
政
期
の
組
織
形
態
が
六
部
門
に
分
か
れ
て
い
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
第
三
共
和
政
期
は
部

門
を
統
合
し
、
組
織
の
縮
小
化
が
図
ら
れ
た
と
い
え
る
。
C
E
の
構
成
は
、
C
E
の
権
限
を
規
定
し
た
一
八
七
二
年
法
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
、

評
定
官
が
　
＝
一
名
、
調
査
官
が
二
四
名
、
傍
聴
官
が
三
〇
名
設
置
さ
れ
た
。
院
長
は
法
相
が
兼
務
し
、
院
長
不
在
の
場
合
は
副
院
長
が
そ
の
職

務
を
遂
行
し
た
（
第
一
、
四
条
）
。
組
織
形
態
と
構
成
の
双
方
で
そ
の
規
模
を
縮
小
し
た
第
三
共
和
政
期
の
C
E
は
、
同
様
の
組
織
形
態
と
構
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

を
採
用
し
た
第
二
共
和
政
期
の
C
E
を
模
範
と
し
て
い
た
。
傍
聴
官
は
一
級
が
一
〇
名
、
二
級
が
二
〇
名
に
分
割
さ
れ
、
二
級
傍
聴
官
の
任
期

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

上
限
は
四
年
と
定
め
ら
れ
た
（
第
五
条
）
。
ま
た
、
傍
聴
宮
の
職
務
は
そ
れ
ま
で
の
政
体
と
同
様
に
、
各
部
門
に
所
属
し
、
そ
こ
で
自
ら
が
担
当

す
る
行
政
案
件
に
関
し
て
解
説
し
、
上
司
で
あ
る
評
定
官
と
調
査
宮
の
サ
ポ
ー
ト
を
お
こ
な
っ
た
（
第
一
　
条
）
。

　
傍
聴
官
の
登
用
に
関
す
る
規
定
は
、
一
八
七
二
年
一
〇
月
一
四
日
政
令
（
以
下
、
一
八
七
二
年
政
令
と
略
記
）
第
五
条
に
お
い
て
定
め
ら
れ
、

コ
．
法
的
に
フ
ラ
ン
ス
人
で
な
い
者
」
、
「
二
．
コ
ン
ク
ー
ル
が
開
催
さ
れ
る
年
の
一
月
一
日
に
～
＝
歳
以
下
二
五
歳
以
上
の
者
」
、
お
よ
び

「
三
．
共
和
国
の
フ
ァ
キ
ュ
ル
テ
で
、
法
学
、
科
学
、
文
学
の
学
位
を
取
得
し
て
い
な
い
者
、
同
じ
く
古
文
書
学
校
、
理
工
科
学
校
、
鉱
山
学

校
、
土
木
学
校
、
中
央
工
芸
学
校
、
農
林
学
校
＾
陸
軍
士
官
学
校
5
海
軍
兵
学
校
を
修
了
し
て
い
な
い
者
、
陸
海
軍
の
士
官
免
許
状
の
な
い

者
」
は
、
コ
ン
ク
ー
ル
の
受
験
資
格
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
若
干
の
年
齢
制
限
の
変
更
や
、
学
位
・
学
歴
規
定
の
追
加
を
除
い

て
、
第
三
共
和
政
期
の
登
用
資
格
は
第
二
帝
政
期
の
も
の
を
継
承
し
て
い
た
。
次
に
、
傍
聴
官
の
俸
給
に
関
し
て
、
一
級
傍
聴
官
に
は
調
査
官

の
半
分
の
俸
給
（
四
千
フ
ラ
ン
）
が
支
払
わ
れ
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
た
が
（
一
八
七
二
年
法
第
五
条
）
、
二
級
傍
聴
官
の
俸
給
に
関
し
て
は
雷
及
さ

れ
ず
、
第
二
帝
政
期
と
同
様
に
、
一
級
傍
聴
官
に
昇
進
す
る
ま
で
の
数
年
を
無
収
入
で
生
活
で
き
る
だ
け
の
資
産
を
有
す
る
者
の
み
が
、
二
級
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傍
聴
官
へ
登
用
さ
れ
た
。
以
下
で
は
、
第
三
共
和
政
前
半
期
の
傍
聴
官
が
ど
の
よ
う
な
存
在
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る

た
め
に
、
傍
聴
官
の
俸
給
に
関
す
る
分
析
を
行
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

　
第
三
共
和
政
期
以
前
の
政
体
に
お
い
て
、
二
級
傍
聴
官
に
俸
給
は
支
給
さ
れ
ず
、
一
八
七
二
年
　
月
二
九
日
、
一
八
七
二
年
法
の
下
院
で
の

審
議
で
穏
健
共
和
派
の
法
相
デ
ュ
フ
ォ
ー
ル
は
、
「
二
級
傍
聴
官
職
は
試
補
で
あ
り
、
公
職
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
［
…
…
］
真
の
行
政
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

校
で
も
あ
り
ま
す
」
と
述
べ
、
さ
ら
に
、
彼
ら
に
俸
給
が
無
い
こ
と
は
民
主
主
義
の
考
え
に
反
す
る
も
の
で
は
な
い
と
述
べ
た
。
こ
の
よ
う
な

背
景
か
ら
、
一
八
七
二
年
法
に
お
い
て
二
級
傍
聴
官
は
無
給
の
ま
ま
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
上
院
に
お
い
て
、
二
級
傍
聴
官
の
無
給
制
度
の
再

検
討
議
論
が
｝
八
八
○
年
二
月
か
ら
始
め
ら
れ
、
二
月
三
日
、
穏
健
共
和
派
の
法
相
カ
ゾ
は
、
法
案
理
由
書
の
な
か
で
無
給
制
度
に
関
す
る
問

題
を
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
コ
一
級
傍
聴
官
が
無
給
で
あ
る
こ
と
が
、
彼
ら
を
四
年
に
わ
た
っ
て
試
補
職
に
た
ら
し
め
て
い
ま
す
。

［
…
…
］
〔
他
の
公
務
員
の
職
務
に
お
い
て
〕
試
補
職
の
期
間
は
数
ヶ
月
し
か
な
く
、
ま
た
、
そ
の
志
願
者
は
極
め
て
若
く
、
能
力
の
習
得
に
す
べ

て
を
捧
げ
た
者
た
ち
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
C
E
に
お
い
て
は
、
二
二
歳
か
ら
三
〇
歳
ま
で
の
既
に
一
定
の
能
力
を
証
明
し
得
た
簸
た
ち
で

あ
り
ま
す
」
。
つ
ま
り
、
他
の
公
職
に
お
け
る
試
補
は
二
級
傍
聴
官
よ
り
も
さ
ら
に
若
く
、
能
力
の
習
得
過
程
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
二
級
傍

聴
官
の
場
合
は
、
法
学
士
を
取
得
し
て
い
た
こ
と
も
含
め
て
一
定
の
能
力
を
既
に
証
明
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
二
級
傍
聴
官
を
試
補
と

い
う
立
場
に
押
し
込
め
る
こ
と
に
法
相
は
違
和
感
を
表
し
て
い
る
。
続
け
て
法
相
は
、
「
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
、
国
家
の
公
務
の
た
め
に
有

用
な
能
力
を
証
明
す
る
若
者
に
対
し
て
、
暗
黙
の
う
ち
に
財
産
条
件
を
課
す
こ
と
は
正
し
い
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
二
級
傍
聴
官
在

職
時
の
高
価
な
実
費
負
担
に
よ
っ
て
、
経
済
的
理
由
か
ら
二
級
傍
聴
官
職
を
長
期
間
務
め
ら
れ
な
い
若
者
を
傍
聴
官
職
か
ら
遠
ざ
け
る
こ
と
は
、

果
た
し
て
政
府
や
C
E
の
利
益
と
合
致
し
た
も
の
で
し
ょ
う
か
」
と
述
べ
、
無
給
制
度
に
よ
り
、
裕
福
な
者
し
か
二
級
傍
聴
官
に
志
願
で
き
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

い
こ
と
に
対
し
て
疑
問
を
投
げ
か
け
て
演
説
を
締
め
く
く
っ
て
い
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
二
級
傍
聴
官
の
待
遇
改
善
論
者
の
意
見
に
対
し
て
、
保
守
派
の
マ
リ
ー
鮭
レ
イ
モ
ン
・
ラ
ヴ
ィ
ニ
ャ
ン
は
、

C
E
の
試
補
で
あ
る
二
級
傍
聴
官
だ
け
を
特
別
扱
い
す
る
こ
と
こ
そ
、
民
主
的
政
府
の
原
理
に
合
致
し
な
い
の
で
は
な
い
の
か
。
ま
た
、
た
だ
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一九世紀後半フランスにおける上級行政官の養成（岡本）

で
さ
え
増
え
て
い
る
有
給
の
試
補
を
増
や
す
こ
と
は
納
税
者
の
意
思
に
反
す
る
の
で
は
な
い
の
か
、
と
い
う
趣
旨
の
反
論
を
お
こ
な
い
、
あ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

ま
で
二
級
傍
聴
官
を
俸
給
を
与
え
ら
れ
る
水
準
の
公
務
員
と
は
認
め
な
か
っ
た
が
、
本
法
案
は
三
月
一
六
日
の
上
院
、
次
い
で
三
月
二
〇
日
の

下
院
に
お
い
て
可
決
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
一
八
八
○
年
三
月
二
三
日
法
第
四
条
に
お
い
て
、
「
二
級
傍
聴
官
は
、
赴
任
か
ら
一
年
の
勤
務
の
後
、

法
が
定
め
た
俸
給
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
制
定
さ
れ
、
二
級
傍
聴
官
に
俸
給
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
次
に
、
傍
聴
官

の
登
用
方
法
と
し
て
の
コ
ン
ク
ー
ル
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

　
一
八
七
二
年
政
令
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
第
三
共
和
政
期
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
出
題
科
目
の
明
示
や
審
査
方
法
に
い
た
る
ま
で
、
厳
正
な
手

続
に
よ
っ
て
お
こ
な
わ
れ
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
た
。
三
名
の
評
定
官
と
一
名
の
調
査
官
が
審
査
官
と
な
り
（
第
八
条
）
、
各
試
験
に
は
試
験
記
録

が
作
成
さ
れ
た
（
第
九
条
）
。
試
験
科
目
は
、
「
　
．
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
参
政
権
と
憲
法
の
原
理
に
関
し
て
」
、
コ
一
．
国
際
法
の
一
般
原
則
に

関
し
て
」
、
「
三
．
フ
ラ
ン
ス
民
法
と
フ
ラ
ン
ス
司
法
組
織
の
一
般
原
則
に
関
し
て
」
、
「
四
．
行
政
組
織
に
関
し
て
。
お
よ
び
、
現
行
規
定
に
お

け
る
行
政
案
件
に
関
し
て
」
、
「
五
．
政
治
経
済
学
の
基
本
概
念
に
関
し
て
」
で
あ
っ
た
（
第
コ
条
）
。
コ
ン
ク
ー
ル
は
　
次
試
験
（
筆
記
）
と

二
次
試
験
（
筆
記
・
口
述
）
か
ら
構
成
さ
れ
、
配
点
比
率
は
、
一
次
試
験
、
二
次
筆
記
試
験
、
お
よ
び
二
次
口
述
試
験
の
問
題
の
解
答
が
各
三
、

二
次
口
述
試
験
の
質
疑
応
答
が
五
と
定
め
ら
れ
、
二
次
試
験
に
お
い
て
は
配
点
の
約
七
割
が
ロ
述
試
験
に
よ
っ
て
担
わ
れ
て
い
た
。
口
述
試
験

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

の
優
位
性
は
当
時
の
バ
カ
ロ
レ
ア
に
も
み
ら
れ
る
傾
向
で
あ
り
、
エ
リ
ー
ト
選
出
に
お
け
る
一
つ
の
伝
統
で
あ
っ
た
。

　
以
下
で
は
、
㎡
八
七
二
年
＝
一
月
一
六
日
か
ら
一
八
七
三
年
一
月
二
五
日
に
か
け
て
、
二
級
傍
聴
官
の
た
め
に
実
施
さ
れ
た
コ
ン
ク
ー
ル
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

試
験
記
録
を
基
に
、
第
三
共
和
政
期
コ
ン
ク
ー
ル
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
。
＝
一
月
一
六
日
、
六
八
名
の
受
験
者
は
一
次
試
験
と
し
て
、

三
題
の
問
題
の
中
か
ら
く
じ
引
き
で
選
ば
れ
た
一
題
の
共
通
問
題
に
関
し
て
、
諸
法
典
と
法
令
集
の
み
の
持
ち
込
み
を
許
さ
れ
、
六
時
間
を
か

け
て
答
案
を
作
成
し
た
。
そ
の
後
、
審
査
官
が
一
二
月
一
七
日
か
ら
二
三
日
目
七
日
間
（
一
日
平
均
二
－
三
時
間
）
を
か
け
て
審
査
を
お
こ
な
い
、

四
七
名
の
一
次
試
験
合
格
者
が
発
表
さ
れ
た
。
次
い
で
、
一
二
月
二
六
日
か
ら
二
次
筆
記
試
験
が
実
施
さ
れ
、
一
次
試
験
と
同
様
に
、
事
前
に

用
意
さ
れ
た
三
題
の
問
題
の
中
か
ら
く
じ
引
き
で
選
ば
れ
た
一
題
の
共
通
問
題
に
関
し
て
、
六
時
間
を
か
け
て
答
案
が
作
成
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
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表3　第三共和政前半期の2級傍聴官コンクールにおける

　　　合格者数と倍率

年／受験者 合格者／倍率 年／受験者 合格者／倍率

1872／68 20／3．4 1895／21 3／7．0

1874／17 4／4．3 1896／29 3／9．7

1876／31 6／5．2 1897／21 4／5．3

1877／32 6／5．3 1898／20 3／6．7

1878／26 6／4．3 1899／19 2／9．5

1879／23 6／3．8 1900（7月）／23 4／5．8

1880（6月）／21 6／3．5 1900（12月）／26 4／6．5

1880（12月）／20 6／3．3 1901／24 2／12．0

1881（6月）／14 2／7．0 1902／30 6／5．0

1882／17 4／4．3 19Q3／31 2／15．5

1883／20 6／3．3 1904／20 3／6．7

1884／25 6／4．2 1905／17 4／4．3

1885／23 6／3．8 1906 実施されず

1886／12 6／2．0 1907／24 4／6．0

1887／17 3／5．7 1908／17 2／8．5

1888／11 2／5．5 1909／20 3／6．7

1889／12 3／4．0 1910（6月）／16 4／4．0

1890／21 3／7．0 1910（12月）／17 3／5．7

1891／17 2／8．5 1911／12 5／2．4

1892／16 3／5．3 1912／21 4／5．3

1893／17 4／4．3 1913／23 4／5．8

1894／20 4／5．0 1914 実施されず

（典拠：A，N．，　AL／5274；5275を基に作成）

審
査
官
が
＝
一
月
二
八
日
か
ら
一
月
一
〇
日

ま
で
の
＝
一
日
間
（
一
二
月
二
九
日
と
一
月
一

日
は
休
み
）
を
か
け
て
審
査
を
お
こ
な
っ
た
。

最
後
に
、
｛
月
＝
二
日
か
ら
二
五
日
に
か
け

て
二
次
口
述
試
験
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
二
次

口
述
試
験
は
～
日
四
日
目
つ
お
こ
な
わ
れ
、

午
前
中
に
受
験
者
が
く
じ
を
引
き
、
問
題
を

認
識
し
た
後
、
午
後
に
試
験
が
お
こ
な
わ
れ

た
。
筆
記
試
験
と
は
異
な
り
、
四
七
名
の
受

験
者
に
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
問
題
が
準
備
さ

れ
た
。
試
験
時
間
は
一
人
に
つ
き
約
四
五
分

が
割
り
当
て
ら
れ
、
受
験
者
に
よ
る
問
題
の

解
答
と
質
疑
応
答
が
お
こ
な
わ
れ
、
最
終
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

に
二
〇
名
の
合
格
者
が
発
表
さ
れ
た
。
こ
の

よ
う
に
、
第
二
帝
政
期
に
比
べ
、
第
三
共
和

政
期
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
審
査
方
法
を
コ

次
」
と
「
二
次
」
の
二
段
階
に
分
け
て
、
よ

り
詳
し
く
受
験
者
の
能
力
を
問
う
も
の
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。
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一九世紀後半フランスにおける上級行政官の養成（岡本）

　　　　　　　　　　　表4　第三共和政期2級傍聴官の出自

年　代 全　体 1872－1893年 1894－1914年

入　数 137名 78名 59名

、．．・，公獺．1 67名（48．9％〉※1 ＄2冬（41．0％〉 35名（69∫3％ン

上級公務員 32名（47．8％）※2 16名（50．0％） 16名（45．7％）

軍　人 4 1 3

CE関係者 7 4 3

省局長，会計検査院 8 3 5

司法官 7 3 4

知　事 6 5 1

中級公務員 35名（52．2％） 16名（50．0％） 19名（54，3％）

税務地方行政関連 14 6 8

軍　人 6 3 3

司法関連 2 0 2

教育関連 11 7 4

中央行政関連 2 0 2

．博隅従輔， β5名（2臥編） 傑名（3Qβ賄〉ピ： ＼11冬113β％）r

弁護士 8 6 2

医　者 9 6 3

公証人，代訴士，その他 18 12 6

鋤徐幅パ疎宋 擁自3演％1 i．（15．496）：”． 銘：11◎，2蜘・

貿易商 11 7 4

銀行家工業家，その他 7 5 2

地主・年錐瀦 ：再7多（12．穿％）
、・

P0名（12β％〉　　　　　　． 7名鰹．9％γ

※1括弧内パーセンテージは出自判明者137名に対する割合。

※2括弧内パーセンテージは公務員を出自とする67名に対する割合。

う
こ
と
で
四
年
任
期
制
を
厳
守
す

る
方
針
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
登

用
数
が
年
に
よ
っ
て
大
き
く
異
な

っ
た
七
月
王
政
期
や
第
二
帝
政
期

の
登
用
制
度
を
改
め
、
よ
り
シ
ス

テ
マ
チ
ッ
ク
な
登
用
制
度
に
す
る

こ
と
で
、
制
度
と
し
て
の
厳
格
性

を
与
え
た
と
考
え
ら
れ
る
。
平
均

　
表
3
は
、
第
三
共
和
政
前
半
期

の
二
級
傍
聴
官
コ
ン
ク
ー
ル
の
合

格
者
数
と
倍
率
を
示
し
て
い
る
。

傍
聴
官
の
在
職
人
数
に
関
し
て
、

一
八
七
六
年
八
月
一
〇
日
法
第
二

条
で
、
「
毎
年
、
四
分
の
一
の
二

級
傍
聴
官
を
入
れ
替
え
る
」
と
さ

れ
た
。
こ
れ
は
、
二
級
傍
聴
官
の

任
期
が
四
年
で
、
定
員
が
二
四
名

で
あ
る
こ
と
と
関
連
し
て
お
り
、

毎
年
六
名
の
入
れ
替
え
を
お
こ
な
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値
と
し
て
、
受
験
者
数
は
二
三
・
四
丁
、
合
格
者
数
は
四
・
七
名
、
倍
率
は
五
・
○
倍
で
あ
っ
た
。
以
上
の
よ
う
に
、
第
三
共
和
政
期
の
傍
聴

官
コ
ン
ク
ー
ル
が
、
厳
正
な
手
続
に
よ
っ
て
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
実
際
の
審
査
に
関
し
て
は
、
ど
の
審

査
官
が
ど
の
受
験
者
を
担
当
し
た
の
か
、
と
い
う
こ
と
の
み
が
試
験
記
録
に
お
い
て
記
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
、
具
体
的
な
得
点
な
ど
を
示
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

採
点
結
果
に
関
し
て
の
記
載
は
な
く
、
全
て
に
お
い
て
コ
ン
ク
ー
ル
審
査
が
明
瞭
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

　
で
は
次
に
、
実
際
に
登
用
さ
れ
た
傍
聴
官
の
出
自
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
傍
聴
官
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
用
い
て
作
成
し
た
表
4
は
、
第
三
共
和

政
前
半
期
の
傍
聴
官
一
八
三
夏
中
、
出
自
が
判
明
し
た
＝
二
七
名
を
分
析
対
象
と
し
て
お
り
、
前
半
（
一
八
七
二
－
一
八
九
三
年
）
と
後
半
（
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

八
九
四
⊥
九
一
三
年
）
に
任
意
で
分
け
て
示
し
て
い
る
。
全
体
の
割
合
と
前
記
の
第
二
帝
政
期
傍
聴
官
の
出
自
と
を
比
較
す
る
と
そ
の
割
合
に

大
き
な
変
化
は
な
く
、
公
務
員
を
出
自
と
す
る
者
が
五
割
前
後
を
占
め
、
専
門
職
従
事
者
と
地
主
・
年
金
生
活
者
を
出
自
と
す
る
者
の
割
合
が

約
一
〇
ポ
イ
ン
ト
増
減
し
た
。
ま
た
、
前
半
と
後
半
で
の
出
自
を
比
較
し
て
み
る
と
、
専
門
職
従
事
者
と
銀
行
家
・
商
人
・
工
業
家
の
割
合
は
、

時
代
が
進
む
に
つ
れ
低
下
し
、
公
務
員
の
割
合
は
四
皿
・
○
％
か
ら
五
九
・
三
％
へ
と
増
加
し
て
い
っ
た
。
つ
ま
り
、
傍
聴
官
登
用
に
お
い
て
、

第
二
帝
政
期
や
七
月
王
政
期
、
さ
ら
に
遡
れ
ば
ナ
ポ
レ
オ
ン
期
か
ら
続
く
公
務
員
を
出
自
と
す
る
者
の
再
生
産
は
、
二
〇
世
紀
に
入
っ
て
も
継

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

多
し
て
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
一
般
に
、
能
力
主
義
が
社
会
階
層
を
固
定
化
す
る
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
厳
正
な
手
続
き

に
よ
る
コ
ン
ク
ー
ル
の
実
施
が
、
傍
聴
官
の
社
会
階
層
の
固
定
化
を
促
進
さ
せ
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
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①
国
国
ω
ω
［
閣
押
曇
ミ
も
．
ω
H
．

②
傍
聴
蜜
の
定
員
は
、
一
八
七
九
年
七
月
＝
二
日
法
身
一
条
に
よ
っ
て
一
級
が
一

　
二
名
と
二
級
が
二
四
名
の
計
三
六
名
に
、
一
九
〇
〇
年
四
月
＝
二
日
法
（
以
下
、

　
一
九
〇
〇
年
法
と
略
記
）
第
二
四
条
に
よ
っ
て
一
級
が
　
八
名
と
二
級
が
二
二
名

　
の
二
四
〇
名
へ
と
増
加
し
た
。

③
階
級
制
度
が
存
在
し
な
い
第
二
共
和
政
期
の
傍
聴
官
に
は
俸
給
が
支
給
さ
れ
た

　
（
一
八
四
九
年
法
認
二
二
条
）
。

④
S
9
δ
｝
Φ
融
く
冨
＝
。
。
鐸
p
＝
⑩
O
．

⑤
S
9
δ
b
。
一
二
乱
①
＝
。
。
。
。
ρ
p
卜
。
O
O
α
．

⑥
S
9
δ
寄
ヨ
震
巴
。
。
。
。
O
も
■
曽
一
邸
．

⑦
配
点
比
率
は
各
年
で
変
動
し
た
が
、
本
稿
で
は
そ
れ
ら
の
平
均
値
を
算
出
し
た
。

　
〉
．
宏
‘
〉
ピ
＼
器
刈
N
バ
カ
ロ
レ
ア
に
関
し
て
は
、
宮
脇
陽
三
『
フ
ラ
ン
ス
大
学
入

　
学
資
格
試
験
制
度
』
風
間
書
房
、
～
九
八
一
年
を
参
照
。

⑧
コ
ン
ク
ー
ル
の
手
順
に
関
し
て
は
、
〉
・
窯
．
噛
〉
い
＼
総
溝



⑨
　
一
八
七
二
年
は
第
三
共
和
画
期
に
お
い
て
初
の
傍
聴
官
コ
ン
ク
ー
ル
で
あ
り
、

　
他
の
年
に
比
べ
多
数
の
合
格
者
が
存
在
し
た
。

⑩
採
点
結
果
と
採
点
者
の
開
示
は
史
料
の
状
況
か
ら
、
二
〇
世
紀
に
入
っ
て
か
ら

　
実
施
さ
れ
た
と
推
測
で
き
る
。
〉
・
客
噂
》
ド
＼
q
卜
。
§

⑪
一
八
七
二
年
か
ら
一
九
一
四
年
ま
で
に
登
用
さ
れ
た
一
八
三
名
を
対
象
と
し
て
、

　
第
三
共
和
政
客
の
傍
聴
官
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
作
成
し
た
。

⑫
表
4
の
上
級
公
務
員
と
申
級
公
務
員
の
区
分
に
関
し
て
は
、
O
国
〉
カ
じ
資
愚
．

　
9
勤
薯
し
ω
1
8
一
ピ
尊
6
虫
頃
〉
霧
、
｝
．
．
》
老
恥
ミ
ミ
ミ
§
執
冨
討
三
身
跨
誉
｝
§
臨
§
－

　
嵩
ミ
謎
防
§
鷺
ミ
融
ミ
ミ
＼
恥
肋
§
謎
鴇
§
蜀
囲
①
最
①
ω
．
b
Q
O
O
Q
Q
噛
P
卜
⊃
α
を
参
照
。

⑬
公
務
員
を
出
自
と
す
る
者
の
内
部
で
起
こ
っ
た
変
化
と
し
て
、
七
月
王
政
期
で

　
は
、
上
級
公
務
員
と
中
級
公
務
員
を
出
自
と
す
る
者
の
割
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
一
二

　
一
名
中
八
○
名
（
六
六
二
％
）
と
四
一
名
（
三
三
・
九
％
）
で
あ
っ
た
の
に
対

　
し
、
第
三
共
和
政
期
に
お
け
る
同
解
合
は
、
表
4
の
四
七
・
八
％
と
五
二
・
二
％

　
と
な
り
、
両
者
の
割
合
は
逆
転
し
た
こ
と
を
指
摘
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
拙
稿
コ
九
世
紀
中
期
フ
ラ
ン
ス
」
、
前
掲
論
文
、
六
八
頁
の
表
1
を
参
照
。

⑭
能
力
主
義
に
関
わ
る
問
題
に
関
し
て
は
、
O
O
ピ
∪
↓
頃
O
幻
歯
切
瞬
㌔
顕
‘

　
《
即
。
ぴ
一
Φ
旨
ω
o
｛
．
．
ζ
Φ
ユ
8
。
茜
2
．
．
》
畷
〉
い
ω
両
メ
〉
．
－
国
．
9
巴
．
（
①
α
■
）
．

　
国
織
§
ミ
帖
§
と
ミ
計
ミ
魯
鴨
§
§
塁
層
§
嫡
出
6
賊
§
．
O
改
鶏
9
6
ゆ
S
（
住
田
正
樹
他

　
編
訳
『
教
育
社
会
学
一
第
三
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
隔
、
「
「
メ
リ
ト
ク
ラ
シ
ー
」
の

　
諸
問
題
」
、
九
州
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
五
年
、
五
三
三
－
五
六
二
頁
）
を
参
照
。

一九世紀後半フランスにおける上級行政官の養成（岡本）

第
四
章
　
第
三
共
和
政
期
傍
聴
官
の
養
成

（［

j
法
令
か
ら
み
た
傍
聴
官
経
歴
の
分
析

　
第
三
共
和
政
始
昼
時
の
傍
聴
官
経
歴
に
関
し
て
、
一
八
七
二
年
法
制
定
の
た
め
の
下
院
に
お
い
て
、
デ
ュ
フ
ォ
ー
ル
は
、
〔
第
二
帝
政
期
の
〕

傍
聴
官
職
に
は
二
つ
の
役
割
が
あ
り
、
＝
つ
は
、
調
査
官
〔
の
み
〕
を
養
成
す
る
養
成
所
と
し
て
の
役
割
と
、
も
う
一
つ
は
、
県
知
事
、
郡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

長
、
事
務
局
長
、
県
参
事
会
員
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
行
政
官
を
養
成
す
る
行
政
学
校
と
し
て
の
役
割
で
あ
り
ま
す
」
と
分
析
し
た
。
以
下
で
は
、

風
鐸
官
経
歴
を
分
析
す
る
こ
と
で
、
傍
聴
官
の
上
位
の
ポ
ス
ト
で
あ
る
調
査
官
の
養
成
と
い
う
限
定
し
た
役
割
と
、
多
様
な
職
種
の
行
政
宮
の

養
成
と
い
う
役
割
、
傍
聴
官
職
が
有
し
た
こ
れ
ら
二
つ
の
役
割
に
生
じ
た
変
化
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

　
傍
聴
官
経
歴
に
関
す
る
最
初
の
法
令
は
、
一
八
七
二
年
亜
聖
五
条
で
、
「
調
査
官
職
の
三
分
の
一
は
　
級
傍
聴
官
に
割
り
当
て
ら
れ
る
」
と

さ
れ
、
調
査
官
に
占
め
る
傍
聴
官
の
割
合
が
決
め
ら
れ
た
。
薄
様
の
規
定
は
、
第
二
共
和
政
期
の
一
八
四
九
年
法
第
二
三
条
で
、
「
調
査
官
職

の
四
分
の
一
は
、
五
年
の
勤
務
実
績
の
あ
る
傍
聴
官
に
割
り
当
て
ら
れ
る
」
と
定
め
ら
れ
た
が
、
第
三
共
和
寒
期
の
規
定
は
、
傍
聴
宮
が
調
査
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官
に
占
め
る
割
合
が
四
分
の
一
か
ら
三
分
の
一
に
上
昇
し
た
こ
と
で
、
よ
り
多
く
の
傍
聴
官
が
調
査
官
に
昇
進
す
る
よ
う
決
め
ら
れ
た
。
調
査

官
の
職
務
内
容
は
一
八
七
二
年
法
長
＝
条
で
、
「
調
査
官
は
自
ら
担
当
し
た
行
政
案
件
に
つ
い
て
、
C
E
総
会
と
、
彼
ら
の
所
属
す
る
部
門

に
お
い
て
投
票
権
を
有
す
る
」
、
ま
た
、
一
八
四
九
年
法
第
一
九
条
で
、
「
調
査
嘗
は
、
評
定
官
と
協
力
し
て
行
政
案
件
に
関
す
る
報
告
を
お
こ

な
う
」
と
だ
け
記
さ
れ
て
い
る
。
評
定
官
と
同
様
に
C
E
総
会
で
の
投
票
権
を
有
し
、
評
定
官
と
協
力
し
て
行
政
案
件
を
取
り
扱
う
こ
と
か
ら
、

調
査
官
の
職
務
内
容
は
一
八
七
二
年
法
第
八
条
で
定
め
ら
れ
た
よ
う
に
、
政
府
や
下
院
が
作
成
し
た
法
案
や
行
政
規
則
に
対
し
て
答
申
す
る
役
割

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

に
特
化
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
よ
う
な
職
務
を
担
う
調
査
富
を
養
成
す
る
た
め
の
傍
聴
宮
制
度
と
、
傍
聴
官
に
中
央
・
地
方
．

行
政
職
を
経
験
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
多
様
な
職
種
の
行
政
官
を
養
成
す
る
場
」
と
し
て
の
傍
聴
官
制
度
は
性
質
の
異
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
一
方
で
、
一
八
八
七
年
六
月
七
日
の
上
院
で
、
共
和
派
の
ア
ジ
ェ
ノ
ー
ル
・
バ
ル
ド
ゥ
ー
が
提
出
し
た
法
案
は
、
「
多
様
な
職
種
の
行
政
官

を
養
成
す
る
場
」
と
い
う
考
え
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
。
彼
は
、
「
一
八
七
二
年
か
ら
一
八
八
六
年
の
一
三
〔
一
四
〕
年
間
で
、
八
五
名
の

〔
二
級
〕
傍
聴
官
が
登
用
さ
れ
た
。
［
…
－
山
彼
ら
の
う
ち
、
二
〇
名
が
職
も
な
く
〔
傍
聴
官
に
〕
留
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
数
値
は
憂
慮
す

べ
き
も
の
で
あ
り
ま
す
」
と
述
べ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
二
〇
名
の
二
級
傍
聴
官
が
調
査
官
に
昇
進
す
る
こ
と
も
、
他
の
行
政
職
に
就
任
す
る
こ

と
も
な
く
二
級
傍
聴
官
職
に
留
ま
っ
て
い
る
理
由
と
し
て
、
バ
ル
ド
ゥ
ー
は
、
「
四
年
間
と
い
う
任
期
で
は
、
必
要
と
さ
れ
る
全
て
の
公
務
を

二
級
傍
聴
官
に
お
こ
な
わ
せ
る
の
は
不
十
分
で
あ
り
ま
す
」
と
し
、
在
職
期
限
を
延
ば
す
こ
と
で
、
二
級
傍
聴
官
が
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
進
む
た

め
の
六
甲
を
与
え
よ
う
と
し
た
。
彼
は
、
二
級
傍
聴
官
の
在
職
期
限
を
延
ば
す
と
同
時
に
、
将
来
の
公
職
の
保
証
に
関
し
て
も
以
下
の
よ
う
に

述
べ
て
い
る
。
「
C
E
に
登
用
さ
れ
る
た
め
の
コ
ン
ク
ー
ル
の
厳
し
さ
が
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
、
ど
れ
ほ
ど
厳
し
い
勉
強
が
必
要
と
さ
れ

る
の
か
、
そ
し
て
ど
れ
ほ
ど
能
力
の
高
い
若
者
が
コ
ン
ク
ー
ル
に
ひ
し
め
い
て
い
る
の
か
、
あ
な
た
方
は
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。
［
…
…
］
厳

し
い
勉
強
と
引
き
換
え
に
し
て
C
E
に
登
用
さ
れ
た
二
級
傍
聴
官
に
対
し
て
、
獲
得
し
て
然
る
べ
き
で
あ
る
将
来
の
約
束
さ
れ
た
環
境
が
提
供

　
　
　
　
　
③

さ
れ
て
い
な
い
」
。
つ
ま
り
、
厳
し
い
コ
ン
ク
ー
ル
を
経
て
登
用
さ
れ
た
能
力
あ
る
二
級
傍
聴
官
に
対
し
て
、
相
応
の
ポ
ス
ト
を
用
意
し
て
い

な
い
こ
と
を
批
判
し
た
。
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加
え
て
、
バ
ル
ド
ゥ
ー
は
、
「
調
査
筥
の
養
成
所
」
と
「
多
様
な
職
種
の
行
政
官
を
養
成
す
る
場
」
と
い
う
傍
聴
官
職
の
役
割
の
う
ち
、
後

者
の
役
割
が
軽
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
批
判
し
、
今
ま
で
以
上
に
、
二
級
盛
挙
官
を
調
査
官
以
外
の
公
職
に
赴
任
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
ポ
ス

ト
不
足
を
解
消
で
き
る
と
提
案
し
た
。
そ
し
て
、
一
八
八
七
二
七
月
一
日
法
（
以
下
、
…
八
八
七
年
法
と
略
記
）
に
お
い
て
、
第
一
条
＝
八
七

二
年
五
月
二
四
日
の
法
で
定
め
ら
れ
た
、
四
年
の
二
級
傍
聴
官
の
任
期
を
八
年
へ
と
延
長
す
る
」
、
第
三
条
「
少
な
く
と
も
四
年
の
二
級
傍
聴

官
の
任
務
を
全
う
し
た
者
に
公
職
を
用
意
す
る
。
そ
の
公
職
と
は
、
セ
ー
ヌ
県
参
事
会
付
き
政
府
委
員
、
一
級
と
二
級
県
の
事
務
局
長
、
一
級

と
二
級
県
の
郡
長
、
二
級
県
の
裁
判
所
の
検
事
代
理
で
あ
る
」
と
定
め
ら
れ
、
バ
ル
ド
ゥ
ー
の
法
案
は
受
け
入
れ
ら
れ
る
結
果
と
な
っ
た
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
そ
れ
ま
で
の
政
体
か
ら
続
く
「
調
査
官
の
養
成
所
」
と
「
多
様
な
職
種
の
行
政
官
を
養
成
す
る
場
」
と
い
う
傍
聴
官
職
が

有
す
る
二
つ
の
役
割
は
、
第
三
共
和
政
期
に
お
い
て
も
継
承
さ
れ
た
。
し
か
し
、
バ
ル
ド
ゥ
ー
が
述
べ
た
よ
う
な
傍
聴
官
の
四
年
間
と
い
う
任

期
の
短
さ
、
一
級
傍
聴
宙
か
ら
調
査
官
へ
の
昇
進
率
の
低
さ
、
そ
し
て
中
央
・
地
方
行
政
機
関
に
お
け
る
傍
聴
官
経
験
者
の
受
け
入
れ
体
制
の

不
備
か
ら
、
二
級
傍
聴
官
に
見
合
っ
た
ポ
ス
ト
の
不
足
と
い
う
問
題
が
生
じ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
傍
聴
官
制
度
が
抱
え
る
諸
問
題
に
解
決
策
を
提
示
し
た
の
が
一
九
〇
〇
年
法
で
あ
っ
た
。
本
法
第
二
四
条
に
お
い
て
、
当
時
、

行
政
訴
訟
の
結
審
ま
で
に
多
く
の
時
間
を
要
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
一
八
七
二
年
法
第
一
〇
条
で
定
め
ら
れ
た
訴
訟
部
門

に
加
え
て
、
第
二
訴
訟
部
門
を
創
設
す
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
た
。
本
法
の
上
院
で
の
審
議
に
お
い
て
、
第
二
訴
訟
部
門
創
設
に
関
わ
る
人
員
の

増
員
が
議
論
さ
れ
た
際
、
一
九
〇
〇
年
四
月
七
日
に
共
和
派
の
財
相
カ
イ
ヨ
ー
は
、
「
第
二
訴
訟
部
門
は
、
〔
そ
れ
ま
で
の
訴
訟
部
門
と
同
じ
く
〕

六
名
の
司
法
官
に
よ
っ
て
成
り
立
つ
の
で
は
な
く
、
一
八
名
の
司
法
官
が
必
要
で
あ
る
。
［
…
…
］
第
二
訴
訟
部
門
創
設
の
た
め
の
新
た
な
活

力
を
C
E
全
て
の
メ
ン
バ
ー
に
求
め
る
」
と
述
べ
た
。
続
け
て
カ
イ
ヨ
ー
は
、
こ
の
「
新
た
な
活
力
」
と
な
る
の
は
二
級
傍
聴
官
で
あ
り
、
彼

ら
に
将
来
を
保
証
す
る
こ
と
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
と
し
た
。
カ
イ
ヨ
ー
は
二
級
傍
聴
宮
に
注
目
し
た
理
由
と
し
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
た
。

「
二
級
傍
聴
官
の
俸
給
は
二
千
フ
ラ
ン
で
、
そ
の
少
な
い
俸
給
で
〔
二
級
傍
聴
官
と
し
て
〕
八
年
間
を
過
ご
す
。
若
者
た
ち
は
学
士
で
あ
り
、
博

士
で
あ
り
、
フ
ァ
キ
ュ
ル
テ
か
ら
賞
を
与
え
ら
れ
た
者
た
ち
で
あ
る
。
［
…
…
］
そ
の
後
、
一
級
傍
聴
官
へ
昇
進
す
れ
ば
四
千
フ
ラ
ン
の
俸
給
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を
得
る
が
、
彼
ら
が
調
査
官
と
し
て
八
千
フ
ラ
ン
の
俸
給
を
得
る
機
会
は
四
〇
歳
ま
で
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
。
［
…
…
］
あ
な
た
方
は
彼
ら
に

対
し
て
、
彼
ら
の
時
間
、
彼
ら
の
将
来
、
そ
し
て
多
く
の
職
務
を
要
求
す
る
が
、
そ
の
要
求
に
比
べ
て
彼
ら
に
報
い
る
こ
と
は
し
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

［
…
…
］
せ
め
て
も
の
保
証
は
、
彼
ら
の
C
E
で
の
経
歴
を
終
わ
ら
せ
な
い
こ
と
で
あ
る
」
。
つ
ま
り
、
前
述
の
二
級
傍
聴
官
の
地
位
改
善
を

求
め
る
バ
ル
ド
ゥ
ー
と
同
様
の
批
判
を
カ
イ
ヨ
ー
は
お
こ
な
い
、
前
者
は
中
央
・
地
方
行
政
職
へ
の
就
任
、
後
者
は
調
査
官
へ
の
昇
進
と
い
う

そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
手
段
を
用
い
て
、
二
級
傍
聴
官
の
経
歴
を
保
証
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
一
九
〇
〇
年
背
黒
二
四
条
で
、
「
調
査
官
職
に
欠
員
が
生
じ
た
際
、
そ
の
三
分
の
二
は
　
級
傍
聴
官
か
ら
補
充
さ
れ
る
」
と
定
め

ら
れ
た
。
本
法
に
よ
っ
て
、
調
査
官
に
占
め
る
一
級
傍
聴
官
の
割
合
が
一
八
七
二
年
法
第
五
条
で
定
め
ら
れ
た
三
分
の
一
か
ら
三
分
の
二
へ
と

上
昇
し
た
。
一
級
傍
聴
官
か
ら
調
査
密
へ
の
昇
進
数
を
多
く
す
れ
ば
、
一
級
傍
聴
官
職
が
空
き
、
自
ず
と
こ
級
傍
聴
官
か
ら
一
級
傍
聴
官
へ
の

昇
進
の
道
も
開
け
る
こ
と
と
な
り
、
二
級
傍
聴
官
に
対
す
る
経
歴
の
保
証
を
唱
え
て
い
た
カ
イ
ヨ
ー
の
提
案
は
受
け
入
れ
ら
れ
る
結
果
と
な
っ
た
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
第
二
訴
訟
部
門
創
設
に
伴
う
入
替
需
要
に
二
級
傍
聴
官
に
対
す
る
経
歴
の
保
証
と
い
う
考
え
が
　
致
し
、
世
紀
転
換
期
に

お
い
て
、
傍
聴
官
職
の
役
割
は
「
調
査
官
の
養
成
所
」
と
し
て
の
性
質
を
強
め
て
い
っ
た
。
そ
し
て
、
調
査
官
に
お
け
る
一
級
傍
聴
官
が
占
め

る
比
率
は
、
一
九
一
〇
年
四
月
八
日
法
曽
九
七
条
で
四
分
の
三
に
ま
で
引
き
上
げ
ら
れ
、
「
調
査
官
の
養
成
所
」
と
し
て
の
役
割
は
、
法
制
度

上
決
定
的
な
も
の
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
忠
節
で
は
、
傍
聴
官
経
歴
の
実
態
を
傍
聴
官
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
基
に
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。
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（
二
）
プ
ロ
ソ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
分
析
を
用
い
た
傍
聴
官
経
歴
の
分
析

　
本
節
で
は
、
法
令
分
析
だ
け
で
は
明
ら
か
に
で
き
な
い
、
「
調
査
官
の
養
成
所
」
と
「
多
様
な
職
種
の
行
政
官
を
養
成
す
る
場
」
と
い
う
傍

聴
官
職
が
篤
し
た
二
つ
の
役
割
に
お
け
る
変
化
を
、
傍
聴
官
経
歴
の
プ
ロ
ソ
ポ
グ
ラ
フ
イ
分
析
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
し
て
い
く
。
傍
惚
官
デ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

タ
ベ
ー
ス
を
基
に
第
三
共
和
政
前
半
期
の
傍
聴
官
経
歴
を
示
し
た
も
の
が
表
5
で
、
そ
こ
か
ら
作
成
し
た
も
の
が
図
2
で
あ
る
。
以
下
で
は
、

第
二
章
と
同
じ
く
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
分
析
か
ら
明
ら
か
と
な
っ
た
傍
聴
官
経
歴
の
特
徴
を
二
級
傍
聴
官
が
た
ど
っ
た
経
歴
と
、
こ
の
二
級
傍
聴
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表5　第三共和政前半期の傍聴官経歴（本章は各経歴において出向，

　　　昇進離職した年の数値を示している）

2級傍聴官の経歴
i178名※1）

1872－80 81－90 91－1900 1901－Q1 1レ 合　計

1．中央行政職に出向

@（後に1級傍聴官に昇
@進・後に1級傍聴蜜を

oずに調査宮に昇進〉

12（6・2） 16（ll・1） 16（10・1） 3（2・1） 4（4・0） 51（33・5）

2，地方行政職に出向

@（後に1級傍聴官に昇
@進・後に1級傍聴官を
@経ずに調査官に昇進）

4（1・2＞ 0 1（1・0） 1 1（1・0） 7（3・2）

3．CE内部での職務
@（後に1級傍聴官に昇
@進・後に1級傍聴官を
@経ずに調査官に昇進）

13（12・1） 9（8・1） 15（15・0） 31（30・1） 20（19・1） 88（84・4）

4，CE内部での職務を
@経て離職

13 13 2 1 3 32

・1級傍聴官の経歴
i120名※2）

1872－80 81－90 91－1900 1901－10 11一 合　計

5．申央行政職に出向
@（後に調査官に昇進）

3（1） 9（7） 10（10） 5（4） 10（10） 37（32＞

6，地方行政職に出向
@（後に調査官に昇進〉

1 2（1） 0 0 4（4） 7（5）

7．CE内部での職務を
@経て調査官に昇進

4 6 9 21 20 60

8．C£内部での職務を
@経て離職

1 1 3 4 7 16

※12級傍聴官183名の中から経歴が不明な5名を除いた数値。

※2「］」からギ3」のユ級傍聴官昇進者を合計した人数。

官
の
中
か
ら
一
級
傍
聴
官
に
昇
進
し
た
者
の
経
歴

に
分
け
て
分
析
を
進
め
、
次
に
、
第
二
帝
政
期
傍

聴
官
の
経
歴
と
の
比
較
を
お
こ
な
い
た
い
。

　
二
級
傍
聴
官
が
た
ど
っ
た
経
歴
と
、
二
級
傍
聴

官
の
中
か
ら
一
級
傍
聴
官
に
昇
進
し
た
者
の
経
歴

に
は
、
第
二
帝
政
期
と
同
類
の
二
つ
の
経
歴
モ
デ

ル
が
存
在
し
た
。
ま
ず
、
二
級
傍
聴
官
が
た
ど
っ

た
経
歴
に
関
し
て
、
一
八
三
名
の
二
級
傍
聴
官
の

う
ち
経
歴
が
判
明
し
た
一
七
八
名
の
中
か
ら
、
第

一
モ
デ
ル
と
し
て
、
中
央
行
政
職
と
地
方
行
政
職

へ
出
向
し
た
者
が
そ
れ
ぞ
れ
五
一
名
（
表
5
「
1
」

欄
）
と
七
十
（
「
2
」
）
、
そ
し
て
、
第
ニ
モ
デ
ル
と
し

て
、
他
の
行
政
職
に
出
向
す
る
こ
と
な
く
C
E
内

部
で
の
職
務
の
み
を
お
こ
な
っ
た
者
が
＝
一
〇
名

（「

R
」
と
「
4
」
）
存
在
し
た
。
第
一
モ
デ
ル
に
お

い
て
、
中
央
行
政
職
へ
出
向
し
た
五
一
名
の
職
種

の
内
訳
は
延
べ
人
数
で
、
大
臣
官
房
長
が
一
七
名
、

大
臣
官
房
長
補
佐
が
一
七
名
、
中
央
行
政
に
関
わ

る
書
記
官
が
隠
名
、
省
の
上
級
行
政
官
が
三
名
、
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中央行政職に就任

謹＾
・
・

地方行政職に就任

離職

中央行政職に就任…… P地方行政職に就任

離職

図2　第三共和政期傍聴官の経歴

省
の
中
級
以
下
の
行
政
官
が
二
名
、
教
育
関
連
の
行
政
官
が
三
名
、
省
の
担
当
官
が
二
名
、

他
の
行
政
官
が
逸
名
で
あ
っ
た
。
注
目
す
べ
き
は
、
大
臣
官
房
関
連
職
へ
の
出
向
者
が
三

四
名
存
在
し
た
こ
と
で
あ
る
。
彼
ら
は
、
大
臣
官
房
と
省
内
に
お
け
る
職
務
に
携
わ
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
行
政
官
と
し
て
の
能
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
目
指
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と

は
、
第
三
共
和
政
期
の
官
房
員
の
多
く
が
上
級
行
政
官
で
構
成
さ
れ
、
現
代
の
官
房
制
度

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

と
同
様
の
性
質
を
既
に
有
し
て
い
た
と
い
う
事
実
と
一
致
す
る
。
そ
し
て
、
地
方
行
政
職

へ
出
向
し
た
旧
名
の
内
訳
は
、
県
事
務
局
長
が
二
名
、
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
総
督
官
房
長
、
同

官
房
長
補
佐
、
外
交
官
が
各
一
名
、
そ
の
他
の
行
政
官
が
二
名
で
あ
っ
た
。
前
記
一
八
八

七
年
法
第
三
条
に
お
い
て
、
二
級
傍
聴
官
に
さ
ま
ざ
ま
な
地
方
の
公
職
を
用
意
す
る
と
規

定
さ
れ
た
が
、
本
法
施
行
後
、
第
三
条
で
規
定
さ
れ
た
公
職
に
就
い
た
者
ば
存
在
せ
ず
、

本
規
定
は
形
骸
化
し
て
い
た
と
い
え
る
。

　
二
級
傍
聴
官
の
中
か
ら
一
級
傍
聴
官
へ
昇
進
し
た
一
二
〇
名
の
経
歴
に
関
し
て
、
第
一

モ
デ
ル
と
し
て
、
中
央
行
政
職
と
地
方
行
政
職
へ
出
向
し
た
者
が
そ
れ
ぞ
れ
三
七
名

（「

T
」
）
と
七
二
（
「
6
」
）
、
そ
し
て
、
第
ニ
モ
デ
ル
と
し
て
、
他
の
行
政
職
に
出
向
す
る

こ
と
な
く
C
E
内
部
で
の
職
務
の
み
を
お
こ
な
っ
た
者
が
七
六
名
（
「
7
」
と
「
8
」
）
存

在
し
た
。
第
一
モ
デ
ル
に
お
い
て
、
中
央
行
政
職
へ
出
向
し
た
三
七
名
の
内
訳
は
延
べ
人

数
で
、
大
臣
官
房
長
が
二
〇
名
、
大
臣
官
房
長
補
佐
が
七
名
、
中
央
行
政
に
関
わ
る
書
記

官
が
六
名
、
教
育
関
連
の
行
政
官
が
四
名
、
省
の
上
級
行
政
官
が
三
名
、
省
の
申
級
以
下

の
行
政
官
が
県
名
、
省
の
担
当
官
が
三
名
で
あ
り
、
二
級
傍
聴
官
の
経
歴
と
同
じ
く
、
大
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臣
官
房
関
連
職
へ
の
出
向
者
が
多
数
を
占
め
た
。
そ
し
て
、
地
方
行
政
職
へ
出
向
し
た
七
名
の
内
訳
は
、
県
の
政
府
委
員
が
二
名
、
ア
ル
ジ
ェ

リ
ア
総
督
官
房
長
、
書
記
官
、
上
級
行
政
官
、
郡
長
が
各
一
名
で
あ
っ
た
。

　
次
に
、
第
三
共
和
政
前
半
期
の
傍
聴
官
経
歴
と
第
二
帝
政
期
の
傍
聴
官
経
歴
と
の
比
較
を
お
こ
な
う
。
中
央
・
地
方
行
政
職
の
経
験
に
よ
り
、

多
様
な
公
職
に
応
じ
た
行
政
宮
を
養
成
し
よ
う
と
し
た
こ
と
が
第
二
帝
政
期
の
傍
聴
宮
経
歴
の
特
徴
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
ま
ず
、
第
三
共
和

政
期
に
お
け
る
中
央
・
地
方
行
政
職
へ
の
出
向
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
。
第
一
一
帝
政
期
の
二
級
傍
聴
官
の
中
央
・
地
方
行
政
職
に
お
け
る
出
向

率
が
前
記
の
三
七
・
三
％
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
第
三
共
和
政
期
は
一
七
八
名
中
五
八
名
（
三
二
・
六
％
）
と
そ
の
割
合
を
低
下
さ
せ
た
。
し

か
し
、
こ
の
数
値
は
あ
く
ま
で
全
体
的
な
翻
合
を
示
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
数
値
を
一
九
〇
〇
年
を
境
に
区
切
っ
て
み
る
と
、
以
下
の
よ
う

に
な
る
。
一
九
〇
〇
年
ま
で
の
中
央
・
地
方
行
政
職
へ
の
出
向
率
は
、
一
一
四
名
門
四
九
名
（
四
三
・
○
％
）
、
そ
し
て
、
一
九
〇
　
年
以
降
が

六
四
懐
中
九
名
（
一
四
・
一
％
）
で
あ
り
、
一
九
〇
〇
年
ま
で
の
出
向
率
は
第
二
帝
政
期
の
割
合
を
上
回
る
こ
と
と
な
る
。
一
級
傍
聴
官
の
経

歴
に
お
い
て
も
、
全
体
の
出
向
率
が
＝
一
〇
名
中
四
四
名
（
三
六
・
七
％
）
と
い
う
状
況
で
、
一
九
〇
〇
年
ま
で
の
出
向
率
が
四
九
名
取
二
五

名
（
五
一
・
○
％
）
で
あ
る
の
に
対
し
、
一
九
〇
～
年
以
降
が
七
一
胸
中
一
九
名
（
二
六
・
八
％
）
と
、
一
九
〇
〇
年
を
境
と
し
て
出
向
率
が
大

幅
に
減
少
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
C
E
内
部
で
の
職
務
の
み
を
経
験
し
た
第
ニ
モ
デ
ル
の
数
値
は
、
当
然
な
が
ら
出
向
者
の
数
値
と
は
正
反

対
と
な
り
、
一
九
〇
〇
年
を
境
と
し
て
一
級
と
二
級
傍
聴
官
の
双
方
で
そ
の
数
値
を
増
加
さ
せ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
変
化
の
原
因
と
し
て
、
傍
聴
官
に
調
査
官
職
の
三
分
の
二
を
保
証
す
る
と
い
う
一
九
〇
〇
年
法
燈
二
四
条
の
影
響
が
大
き
い
と

考
え
ら
れ
る
。
本
法
に
よ
り
、
第
ニ
モ
デ
ル
に
お
い
て
、
一
級
傍
聴
官
か
ら
調
査
官
に
昇
進
す
る
者
が
一
九
〇
〇
年
ま
で
は
四
九
名
中
一
九
名

（
三
八
・
八
％
）
で
あ
っ
た
が
、
一
九
〇
一
年
以
降
は
七
｝
子
中
四
一
名
（
五
七
・
七
箇
日
と
そ
の
数
値
を
上
昇
さ
せ
た
。
そ
し
て
、
一
級
傍
聴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

官
の
多
く
が
調
査
官
に
昇
進
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
一
級
傍
聴
官
の
ポ
ス
ト
が
空
き
、
二
級
傍
聴
官
か
ら
一
級
傍
聴
官
へ
の
昇
進
率
も
｝
九
〇
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

年
ま
で
は
＝
四
命
中
七
二
名
（
六
三
・
二
％
）
で
あ
っ
た
が
、
一
九
〇
一
年
以
降
は
六
四
名
中
五
九
名
（
九
二
・
二
％
）
と
そ
の
数
値
を
大
幅

に
上
昇
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
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以
上
の
こ
と
か
ら
、
第
三
共
和
政
前
半
期
の
傍
聴
官
経
歴
に
お
い
て
、
中
央
行
政
職
に
多
数
の
者
が
出
向
し
て
い
た
こ
と
と
、
そ
の
中
央
行

政
職
の
内
訳
の
大
多
数
が
官
房
関
連
職
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
第
二
帝
政
期
の
傍
聴
宮
経
歴
と
は
異
な
る
点
と
し
て
指
摘
で
き
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
一
九
〇
〇
年
ま
で
、
一
級
と
二
級
傍
聴
官
の
双
方
で
約
半
数
の
者
が
中
央
・
地
方
行
政
職
へ
の
出
向
を
経
験
し
た
。
つ
ま
り
、
第
三
共
和

政
期
の
傍
聴
官
経
歴
は
、
第
二
帝
政
期
の
経
歴
形
態
を
あ
る
程
度
受
け
継
ぎ
、
体
制
始
動
か
ら
三
〇
年
を
か
け
て
そ
の
形
態
を
変
容
さ
せ
て
い

っ
た
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
前
節
の
法
令
分
析
に
よ
っ
て
断
片
的
な
傍
聴
官
経
歴
の
様
相
は
理
解
で
き
る
。
し
か
し
、
傍
聴
官
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
を
用
い
た
分
析
を
お
こ
な
う
こ
と
で
、
そ
れ
ら
の
断
片
を
具
体
的
な
全
体
像
と
し
て
あ
ら
わ
す
こ
と
を
可
能
に
し
、
一
九
〇
〇
年
を
境
に
し

て
、
「
調
査
富
の
養
成
所
」
へ
と
決
定
的
に
変
化
し
た
傍
聴
官
職
の
性
質
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
可
能
と
し
た
の
で
あ
る
。

（
三
）
私
立
政
治
学
院
と
傍
聴
官
制
度

　
「
調
査
官
の
養
成
所
」
と
し
て
の
性
質
を
強
め
た
傍
聴
官
職
は
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
期
以
来
の
「
多
様
な
職
種
の
行
政
官
を
養
成
す
る
場
」
と
し

て
の
役
割
を
終
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。
で
は
今
後
、
「
多
様
な
職
種
の
行
政
宮
を
養
成
す
る
場
」
は
、
ど
の
よ
う
な
機
関
が
担
う
こ
と
と
な
っ

た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
一
翼
を
担
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
機
関
が
、
私
立
政
治
学
院
叫
o
o
δ
謹
お
畠
Φ
ω
ω
良
窪
8
ω
娼
畠
且
話
ω
で
あ
る
。

　
私
立
政
治
学
院
は
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
教
師
の
エ
ミ
ー
ル
・
ブ
ー
ト
ミ
が
中
心
と
な
り
、
知
識
人
や
実
業
家
の
支
援
を
受
け
一
八
七
二
年

に
設
立
さ
れ
た
。
「
フ
ラ
ン
ス
に
は
政
治
学
に
関
す
る
組
織
化
さ
れ
た
教
育
が
存
在
し
な
い
。
こ
れ
は
、
わ
が
国
に
お
け
る
高
等
教
育
の
最
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

明
白
な
欠
陥
の
一
つ
で
あ
る
」
と
設
立
当
時
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
お
い
て
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
私
立
政
治
学
院
の
教
育
方
針
を
明
確
に

示
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
政
治
学
を
教
育
す
る
機
関
と
し
て
法
学
部
が
想
像
で
き
る
が
、
当
時
の
法
学
部
で
の
教
育
は
法
律
教
育
に
特
報
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

た
も
の
で
あ
り
、
行
政
官
に
必
要
と
さ
れ
る
政
治
経
済
学
、
財
政
学
、
国
際
法
な
ど
に
関
す
る
講
義
は
お
こ
な
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
一
八
八

二
年
忌
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
よ
る
と
、
私
立
政
治
学
院
は
、
C
E
、
財
務
監
督
局
、
会
計
検
査
院
、
中
央
行
政
機
関
、
地
方
行
政
機
関
に
お
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

人
材
養
成
を
主
眼
と
し
て
い
た
。
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
行
政
学
校
の
立
ち
遅
れ
の
理
由
の
一
つ
と
し
て
、
国
家
が
官
学
の
行
政
学
校
を
設
立
す

66 （496）



一九世紀後半フランスにおける上級行政官の養成（岡本）

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
教
官
登
用
や
入
学
者
選
抜
の
際
に
政
治
的
な
力
が
作
用
す
る
と
い
う
危
惧
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
私
人
に
よ
る
行
政
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

運
営
は
国
家
に
と
っ
て
も
好
都
合
な
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
私
立
政
治
学
院
の
教
育
の
特
徴
は
、
教
員
に
現
役
官
僚
を
講
師
と
し
て
雇
用
し
た
こ
と
で
あ
る
。
教
員
に
お
け
る
学
者
と
営
僚
の
比
率
は
、

一
八
七
二
年
で
学
者
＝
名
と
官
僚
二
名
、
一
八
八
四
年
で
学
者
＝
二
名
と
官
僚
一
〇
名
、
～
八
九
三
年
で
学
者
二
～
名
と
官
僚
二
一
名
で
あ

っ
た
。
つ
ま
り
、
一
八
七
二
年
の
開
校
か
ら
二
〇
年
で
教
員
に
占
め
る
官
僚
の
割
合
が
学
者
と
同
数
に
な
っ
た
。
一
八
九
三
年
の
官
僚
教
員
の

内
訳
は
、
省
の
管
理
職
が
五
名
、
財
務
監
督
官
が
階
名
、
C
E
評
定
官
が
書
名
、
会
計
検
査
官
が
二
名
、
軍
人
、
県
事
務
局
長
、
司
法
官
が
各

～
名
、
そ
の
他
の
行
政
官
が
四
名
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
軍
事
、
財
務
、
司
法
、
県
行
政
に
い
た
る
ま
で
、
あ
ら
ゆ
る
職
種
の
官
僚
が
私
立
政

治
学
院
で
教
鞭
を
執
っ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
、
現
役
の
官
僚
が
お
こ
な
う
講
義
が
、
行
政
官
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
不
利
に
働
く
理

由
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
お
い
て
も
、
行
政
職
部
門
、
外
交
職
部
門
、
経
済
財
務
職
部
門
、
政
治
職
部
門
に
分
割
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

れ
、
各
行
政
機
関
に
お
け
る
多
様
な
コ
ン
ク
ー
ル
へ
の
対
策
が
立
て
ら
れ
て
た
。
ま
た
、
特
徴
的
な
教
育
方
法
と
し
て
は
、
問
題
を
深
く
掘
り

下
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
い
っ
そ
う
実
践
的
な
知
識
を
学
生
に
与
え
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
コ
ン
フ
ェ
ラ
ン
ス
o
o
融
財
Φ
湾
①
が
用
い
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
た
。
コ
ン
フ
ェ
ラ
ン
ス
の
授
業
内
容
は
、
生
徒
と
教
師
が
同
じ
テ
ー
ブ
ル
を
囲
ん
で
予
算
、
外
交

る
者
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
書
、
統
計
文
書
な
ど
の
資
料
を
教
材
と
し
て
取
り
扱
い
、
そ
れ
ら
の
概
略
、
機
能
、
実
用
的
な
知

け
身
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

お
出
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
識
に
関
す
る
議
論
を
中
心
に
進
め
ら
れ
た
。

に
院

用
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
よ
う
な
特
徴
的
な
教
育
形
態
や
教
育
方
法
に
よ
る
私
立
政
治
学
院
の
興
隆
は
、
上
級
行
政
官

登
治

密
政
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
登
用
に
も
次
第
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
っ
た
。
例
え
ば
、
表
6
は
、
傍
聴
宮
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
か
ら

聴
立

者
私
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
作
成
し
た
傍
聴
官
登
用
者
に
お
け
る
私
立
政
治
学
院
修
了
者
の
割
合
を
示
し
て
お
り
、
一
八
七
〇
年

郵
　
　
　
　
　
代
竺
名
で
あ
醍
私
立
政
治
学
院
修
了
者
が
、
天
九
。
年
代
か
ら
は
登
用
者
の
約
半
数
を
占
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
よ
う
に
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
「
多
様
な
職
種
の
行
政
官
を
養
成
す
る
場
」
と
い
う
傍
聴
官
制
度
の

年　代 出身者／登用数

1872－1880 1／41（2．496）

1881－1890 8／41（19．596）

1891－1900 17／37（45．9％）

1901－1910 16／33（48．5％）

1911－1913 6／12（50．0％）

合　計 49／164（29．996）
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⑯

役
翻
が
終
わ
り
を
迎
え
た
こ
と
と
、
上
級
行
政
官
登
用
に
お
け
る
私
立
政
治
学
院
修
了
者
の
増
加
は
同
時
期
の
事
象
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ

の
二
つ
の
事
象
に
お
け
る
関
係
性
を
説
明
で
き
得
る
決
定
的
論
拠
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
見
当
た
ら
な
い
が
、
傍
聴
官
制
度
の
長
き
に
わ
た
る

「
多
様
な
職
種
の
行
政
官
を
養
成
す
る
場
」
と
い
う
役
割
を
終
わ
ら
せ
た
要
因
の
一
つ
が
、
新
た
な
行
政
官
養
成
機
関
で
あ
る
私
立
政
治
学
院

の
台
頭
で
あ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
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①
S
g
L
巴
㊤
融
≦
凶
Φ
二
。
。
母
p
一
愚
。
。
■

②
　
C
£
の
部
門
で
議
決
さ
れ
た
案
件
は
総
会
に
送
ら
れ
審
議
さ
れ
る
。
傍
聴
宮
は

　
部
門
で
の
投
票
権
は
有
す
る
が
、
総
会
で
の
投
票
権
は
有
さ
な
か
っ
た
（
一
八
七

　
二
年
法
第
一
一
条
）
。

③
S
9
δ
ご
鼻
口
笏
。
。
N
p
8
9

④
S
9
δ
刈
蝉
孟
＝
8
ρ
p
ω
＄

⑤
土
中
矢
印
の
大
き
さ
は
表
5
の
数
値
を
表
し
、
点
線
は
　
級
傍
聴
官
を
経
験
せ

　
ず
に
調
査
官
に
昇
進
し
た
者
を
表
し
て
い
る
。

⑥
ω
H
類
国
財
勅
○
¢
《
U
誘
ω
国
〉
α
こ
‘
離
職
§
。
ミ
ミ
§
ミ
越
。
職
§
§
ご
ミ
謎
－

　
融
ミ
摘
心
9
。
臨
。
。
秘
⑩
＄
マ
b
P
念
ー
ホ
．

⑦
二
級
傍
聴
官
か
ら
、
一
級
傍
穂
窟
を
経
験
せ
ず
に
調
査
宮
へ
昇
進
し
た
者
も
含

　
む
。

⑧
一
八
七
七
年
の
下
院
選
挙
後
、
共
和
派
の
「
蹴
清
」
に
よ
り
離
職
し
た
二
級
傍

　
聴
官
は
八
名
存
在
し
た
。
こ
の
特
異
な
政
治
的
状
況
に
よ
る
離
職
黒
棚
名
を
、
全

　
体
数
で
あ
る
＝
四
三
か
ら
差
し
引
い
た
と
し
て
も
、
一
級
傍
聴
官
へ
の
昇
進
率

　
は
一
〇
六
名
中
七
二
名
（
六
八
・
○
％
）
で
あ
り
、
そ
の
数
値
は
一
九
〇
　
年
以

　
降
の
数
値
を
大
き
く
下
回
る
。

⑨
”
＞
H
2
沖
卜
鳳
8
貯
§
誌
譜
国
恥
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暁
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題
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営
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悼
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夏
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．
轟

⑫
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臼
F
日
押
卜
雨
≧
餌
S
ミ
噌
u
p
H
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ω
山
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⑬
以
下
の
文
献
の
巻
末
史
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を
参
照
。
幻
○
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巨
じ
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》
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尊
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卜
呵
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§
鴨

　
§
恥
旨
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§
恥
営
ミ
§
へ
跨
§
』
c
。
謎
－
N
呼
野
N
、
§
白
黒
、
§
N
§
琳
§
的
医
心
鴨
℃
§
始

　
旨
ミ
§
へ
禽
旨
蕊
貯
§
沁
愚
吋
ヘ
ミ
心
§
・
ζ
輿
げ
霞
σ
q
」
O
α
ゆ
各
行
政
機
関
に
お
け

　
る
行
政
官
登
用
の
た
め
の
適
性
試
験
は
第
三
共
和
政
期
以
前
に
も
お
こ
な
わ
れ
て

　
い
た
が
、
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
C
E
で
一
八
七
二
年
（
第
二
共
和
蝋
石
を
除
く
）
、

　
外
務
省
で
一
八
七
七
年
、
財
務
監
督
局
で
一
八
七
九
年
、
会
計
検
査
院
で
一
八
八

　
六
年
に
開
始
さ
れ
、
他
の
省
も
一
八
八
○
か
ら
…
八
九
〇
年
の
間
に
は
、
コ
ン

　
ク
ー
ル
を
開
始
し
た
。
君
国
ω
G
o
い
図
閃
．
鷺
㍉
O
‘
卜
鳴
勉
O
ミ
℃
嚇
魯
O
o
鳶
吻
§
N
、
肉
ミ
“

　
証
誘
レ
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。
。
ρ
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↓
類
¢
囲
良
日
搾
出
薗
■
≧
卸
魯
ミ
も
。
・
H
b
。
ω
山
b
。
N

⑮
他
の
上
級
行
政
職
の
例
と
し
て
、
財
務
監
督
局
で
は
一
八
八
七
年
か
ら
一
八
九

　
一
年
に
か
け
て
、
一
五
名
の
登
用
者
の
う
ち
～
三
名
（
八
六
・
七
％
）
が
私
立
政

　
治
学
院
出
身
者
で
あ
っ
た
。
い
〉
い
q
ζ
溝
労
¢
℃
こ
ト
、
§
魯
8
欺
§
織
鴇
為
ミ
§
ら
舞

　
℃
貫
グ
一
Φ
α
ρ
P
b
。
⑳

⑯
ブ
ー
ト
ミ
が
傍
聴
官
制
度
に
対
し
て
何
ら
か
の
意
見
を
表
明
し
た
と
い
う
史
料

　
は
、
管
見
の
限
り
存
在
し
な
い
。
し
か
し
、
ブ
ー
ト
ミ
は
私
立
政
治
学
院
を
設
立

　
す
る
に
当
た
っ
て
、
「
教
育
の
分
野
に
お
け
る
新
た
な
試
み
は
、
も
は
や
国
家
が



お
こ
な
う
べ
き
で
は
な
い
」
と
述
べ
た
。
卜
肉
S
隷
§
ミ
蹴
題
警
§
N
“
塁
讐
ミ
㍗

ミ
§
N
Q
。
識
此
偽
Q
。
り
詮
話
■
H
O
。
。
。
O
も
P
O
。
一
ρ
o
ま
冨
村
↓
頃
φ
H
い
ピ
田
即
山
門
§
≧

聾
魯
【
職
野
P
三
冠
つ
ま
り
、
ブ
ー
ト
ミ
は
、
傍
聴
宮
制
度
の
よ
う
な
國
家
機
関

に
よ
る
行
政
官
養
成
に
対
し
て
否
定
的
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

お
　
わ
　
り
　
に

一九世紀後半フランスにおける上級行政官の養成（岡本）

　
近
代
フ
ラ
ン
ス
の
公
務
員
制
度
の
枠
組
み
が
確
立
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
た
一
九
世
紀
後
半
、
若
手
上
級
行
政
官
の
養
成
は
、
第
二
帝
政
期
か

ら
第
三
共
和
政
期
と
い
う
性
質
の
異
な
る
二
つ
の
政
体
に
お
い
て
、
受
容
と
変
容
と
い
う
要
素
を
含
み
な
が
ら
変
化
し
て
い
っ
た
。

　
ま
ず
、
傍
聴
官
登
用
に
関
し
て
、
第
二
帝
政
期
は
「
傍
聴
官
志
願
者
リ
ス
ト
」
と
請
願
書
に
よ
り
、
職
歴
や
人
間
性
も
含
め
た
能
力
、
家
系

の
国
家
へ
の
貢
献
、
そ
し
て
経
済
的
安
定
を
有
す
る
者
の
登
用
を
目
的
と
し
て
い
た
。
し
か
し
、
帝
政
末
期
に
は
厳
正
な
審
査
方
法
を
規
定
し
、

そ
し
て
そ
の
制
度
を
受
容
し
、
よ
り
詳
し
く
志
願
者
の
能
力
を
問
う
も
の
へ
と
変
容
さ
せ
た
の
が
第
三
共
和
政
期
の
登
用
制
度
で
あ
っ
た
。
次

に
、
傍
聴
官
の
社
会
階
層
に
関
し
て
、
一
九
世
紀
前
半
か
ら
継
続
し
て
、
公
務
員
を
出
自
と
す
る
者
が
傍
聴
官
の
出
自
の
約
半
数
を
占
め
、
彼

ら
の
再
生
産
は
二
〇
世
紀
に
入
っ
て
も
継
続
さ
れ
た
。
最
後
に
、
傍
聴
官
経
歴
に
関
し
て
、
第
二
帝
政
期
傍
聴
宮
の
約
四
割
の
者
が
中
央
・
地

方
行
政
職
に
出
向
し
て
お
り
、
こ
の
数
値
は
そ
れ
ま
で
の
政
体
と
比
べ
て
も
高
く
、
第
二
帝
政
期
傍
聴
宮
の
経
歴
構
築
理
念
の
一
つ
が
、
多
様

な
公
職
に
応
じ
た
行
政
官
を
養
成
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
経
歴
形
態
は
第
三
共
和
蔵
並
に
お
い
て
も
受
容
さ

れ
、
一
九
〇
〇
年
を
契
機
と
し
た
傍
聴
官
の
経
歴
構
築
理
念
の
転
換
ま
で
続
け
ら
れ
た
。
ま
た
、
傍
聴
官
の
経
歴
構
築
理
念
が
転
換
し
た
要
因

の
一
つ
と
し
て
、
一
九
世
紀
末
か
ら
の
私
立
政
治
学
院
の
興
隆
が
挙
げ
ら
れ
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
第
三
共
和
政
期
の
傍
聴
官
制
度
に
お
い
て
、

コ
ン
ク
ー
ル
の
審
査
方
法
、
傍
聴
官
の
社
会
階
層
、
傍
聴
官
の
経
歴
形
態
は
、
政
体
の
枠
組
み
を
越
え
て
第
二
帝
政
期
の
も
の
を
受
け
継
い
で

い
た
の
で
あ
る
。

　
最
後
に
、
一
九
世
紀
後
半
の
傍
聴
官
制
度
が
当
時
の
国
家
政
策
や
官
僚
制
度
に
与
え
た
イ
ン
パ
ク
ト
に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
た
い
。
ま
ず
、

国
家
政
策
に
与
え
た
イ
ン
パ
ク
ト
に
関
し
て
、
基
本
的
に
は
中
央
集
権
化
を
志
向
し
て
い
た
一
九
世
紀
後
半
の
政
体
、
特
に
第
二
帝
政
政
府
に
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と
っ
て
傍
聴
官
の
役
割
は
重
要
な
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
国
家
の
意
思
を
帯
び
た
大
宮
僚
団
の
一
員
で
あ
る
C
E
の
傍
聴
官
が
、
県
庁
な

ど
の
地
方
行
政
機
関
に
出
向
し
、
概
し
て
地
元
出
身
者
が
多
く
を
占
め
た
地
方
上
級
行
政
宮
職
に
傍
聴
官
が
就
任
す
る
こ
と
に
よ
り
、
中
央
集

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

権
的
行
政
制
度
を
人
的
側
面
か
ら
支
え
る
こ
と
を
可
能
と
し
た
。
傍
聴
官
の
こ
の
よ
う
な
役
割
は
、
国
家
政
策
に
イ
ン
パ
ク
ト
を
少
な
か
ら
ず

与
え
た
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

　
次
に
、
宮
僚
制
度
に
与
え
た
イ
ン
パ
ク
ト
に
関
し
て
、
傍
聴
官
登
用
に
お
け
る
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
第
二
帝
政
期
末
か
ら
他
の
行
政
機
関
に
先

駆
け
て
実
施
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
他
の
行
政
機
関
も
コ
ン
ク
ー
ル
を
実
施
し
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
傍
聴
官
制
度
は
行
政
官
登
用
の
制
度
整
備

に
お
い
て
先
駆
的
な
役
割
を
果
た
し
た
と
い
え
る
。
ま
た
、
傍
聴
官
職
は
、
若
手
官
僚
身
分
に
対
す
る
価
値
観
の
変
化
を
知
る
う
え
で
の
試
金

石
で
も
あ
っ
た
。
第
二
共
和
政
期
を
除
く
第
二
帝
政
期
ま
で
の
傍
聴
官
登
用
に
お
い
て
、
他
の
「
異
質
」
な
階
層
か
ら
の
登
用
を
危
険
冷
し
た

結
果
、
社
会
的
、
経
済
的
に
安
定
し
た
階
層
の
者
を
登
用
す
る
こ
と
が
主
限
と
さ
れ
た
。
し
か
し
、
第
三
共
和
政
期
に
お
い
て
二
級
傍
聴
官
へ

の
俸
給
制
度
が
実
施
さ
れ
た
こ
と
で
傍
聴
官
職
の
門
戸
開
放
が
お
こ
な
わ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
こ
の
こ
と
は
、
他
の
上
級
行
政
機
関
に
お
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

も
若
手
官
僚
職
の
門
戸
解
放
に
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
本
稿
で
は
、
C
E
の
傍
聴
官
職
と
い
う
中
央
の
上
級
行
政
官
に
関
す
る
分
析
を
お
こ
な
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
近
代
フ
ラ
ン
ス
公
務
員
制

度
の
全
貌
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、
地
方
に
お
け
る
上
級
行
政
官
の
実
態
を
分
析
す
る
こ
と
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
今
後
の

課
題
と
し
た
い
。

70　（500）

①
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例
え
ば
、
二
級
傍
聴
官
へ
の
俸
給
制
度
の
実
施
を
受
け
て
、
会
計
検
査
院
は
そ

　
れ
ま
で
無
給
で
あ
っ
た
二
級
修
習
昏
蒙
巳
8
茜
件
へ
の
俸
給
を
求
め
た
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dieser　Zelt　nicht　ungew6hnljch．　lm　Herzogtum　Braunschweig　zelgten　sich

bereits　iR　der　Fr“hen　Neuzeit　Anstitze　zu　eiBer　modernen
Stiftttngsgesellschaft．

　　Ferner　habe　ich　mich　mit　den　Leichenpredigten　fUr　die　S£ifter

auseinandergesetzt，　um　die　soziale　Funktion　des　Stiftens　zu　bewerten．　Das

Ende　des　16．　Jahrhunderts　neuentstandene　B“rgertum　und　diejenlge

Mitglieder　des　Adels，　die　sich　in　einer　schlechteren　soziaien　oder

wirtschaft｝ichen　Situation　befanden，　wollten　mit　ihren　Stiftungen　Ehre

erlangeR．　Um　Ehre　ging　es　zwar　auch　in　den　Leichenpredigten　fUr　die　den

alten　Werten　des　Standes　verbundenen　Adeligen．　Bel　ihnen　wurde

Nachruhm　jedoeh　vielmehr　dadurch　erzielt，　indem　nicht　zu　viel　von　ihren

Wohltaten　geredet　wurde．　Das　schelnt　mir　ein　ganz　zentraler　Unterschied　zu

bUrger1ichen　Stiftungen　zu　sein．　Das　StlfteR　wurde　durch　Ehre　motiviert，　ob

davon　gesprochen　wurde　oder　nicht．　Am　Ende　sei　darauf　hingewiesen，　dass

im　Laufe　der　Zeit　die　Wertvorstellungen　der　bUrgerlichen　Stifter　immer

mehr　im　Vordergrund　stehen　werden．

The　Training　of　High－Ranking　Officia豆s　in　France　in　the　Second　Half

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
　of　the　Nineteenth　Century：The．4uditorat　in　the　Conseil　d’Etat

　　　　　　　under　the　Second　Empire　and　the　Third　Republic．

by

OKAMoTo　Taku

　　This　article　discusses　how　highぜanking　officials　were亀rained疑nder　the

essentiaiiy　different　poli宅ical　sys毛ems　of　Fra無ce’s　Second　E狙plre　and　Third

Republic　durlng　the　second　half　of£he　nine毛een毛h　ce航ury，　when　the　out玉至ne

of　the　publlc　emp｝oyee　system　of　mode職France　was　gradually　being
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アestablished．　The　au宅hor　takes　up　the　case　of〆1uditorat　in　the　Conseil　d’Etat，

focusing　on　the　logic　behind　the　recruitment　and　training　of　its

administrative　o登iciais，　and　has　confirmed　the　f6110wlng　points．

　　The　au宅hor　first　findsもhat毛he　Second　Emp至re　intended毛。　use　a　list　of

cand三da重es　for　auditeur　and　applica重ions　to　recrui重candidates　who　had

sufficient　capabilities，　indud圭ng　career　record　and　persona玉　character，　as

well　as出e　contributions　of　his　family　line　to　the　state，　and　possession　of
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economlc　stability．　However，　the　strict　selection　process　known　as　method－

concours一，which　was　prescribed　for　the　recruitment　of　auditeurs圭n　the　last

years　of　the　Second　Empire，　was　adopted　by　the　Third　Republic　but　made

into　one　that　requ童red　greater　capabilities　on　the　part　of　a　candidate．

Secondly，丘om　the　first　half　of　the　nineteenth　century　onward　the　social

origin　of　more　than　half　of　the　auditeurs　was　derived　from　the　class　of　public

employees，　and　this　situation　was　reproduced　until　the　twentieth　century，

　　Thirdly，　as　to　the　career　path　of　auditeurs，　the　author　po呈Rts　out　that

apProximately　fbrty　percent　of　the　auditeurs　acquired　the　skills　of　a鍛

administrative　officia歪through　experience　gained　in　various　career　paths，

including　posts　in　the　centrai　administration　and／or　local　ad翻nistrat圭on

dur圭ng　the　Second　Empire．　This　proportion　exceeded　that　of　previo登s

governments．　In　other　words，　one　sees　that　aR　ideai　career　of　an　auditeuプin

the　Second　Empire　involved　the　tra壼ning　of　auditeur　in　vario嚢s　public　off童ces．

The　Th呈rd　Republic　adopted　this　career　path　as　lts　ideal，　and　it　was

maintained　until　1900，　when　the　idea正struc撫re　of　aaditeur　’s　career　changed．

And，　lt　is　assumed　that　a　reason　of　this　change　in　the　ideal　was　that　many

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ダ
people　who　finished　the　Ecole〃bre　des　sciences　Po〃tiques　were　recruited　as

auditeurs．　From　the　above，　the　author　confirmed　that　the　character　of　the

auditoグat，　including　in　ter田s　of　its　adoption　and　variations，　had　changed　in

regard　to　recruitment，　social　class，　and　career　path，　under　these　two

govemments　that　had　different　characters。

　　Final｝y，　the　author　clarified　the　impact　that　the　auditorat　had　on　national

policy　and　the　bureaucracy圭n　the　second　half　of　the　n圭neteenth　century，　As

to　the　impact　on　national　policy，　all　auditeur　who　was　charged　with　carrying

out　the　national　w盗as　a　member　of　the（；rands　Corps　would　be　transferred

temporarily　to正ocal　high－ranking　administrative　posts　that　were　held

general星y　by　local　nat圭ves，　making　Possible　supPort　of　the　centra王ized

administrative　system　onもhe　personnel　Ievel．

　　As　to　an　inlpact　on　the　bureaucracy，　the　implementa宅ion　of　the　concours　in

the　recruitment　of　auditeur　beginning　with　the　iast　years　of　the　Second

Emp三re　preceded　that　in　other　administrative　organs．　It量s　assumed宅hat　the

concours　of　auditeur　Played　a　lea（iing　role　iB　the　improvement　of

recruitme批of　h量gh－ranking　administrative　official　because　other

administrative　organs　began　to　lmplement　their　concours　d疑e　to　the

influence　of　conco〃rs　of　auditetJr．　Moreover，　the　auditorat　was　the　touchstone

in　ascertaining　changes　in　the　value　of　the　socia正position　of　young　high－

ranking　officials．　As　a　result　of　the　fact　that　the　recruitment　from‘diff6rent’
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social　classes　（other　than　the　ruling　class）　was　regarded　as　dangerous－a

view　that　continued　uRtil　the　Second　Empire，　with　the　exception　of　the

Second　Republic－recruitment　was　aimed　at　people　whose　social　aRd

ecoRomic　stability　was　secure．　Nevertheless，　the　implemeRtation　of　a　wage

system　for　the　auditeurs　opened　the　door　to　high－ranking　officialdom　for

young　candidates．　lt　is　assumed　that　this　change　had　a　similar　impact　of

opening　the　doors　of　high－ranking　officialdom　in　other　administrative　organs．

The　“Surplus　Expenditure”　lssue　in　the　Early　Taish6　Period，

　　　　　　　　　Focusing　on　the　Second　Okuma　Cabinet

by

KOI〈uBu　Koji

　　Article　64，　Paragraph　2　of　the　Constitution　of　the　Empire　of　Japan　（Any

and　all　expenditures　overpassing　the　appropriations　set　forth　in　the　Titles

and　Paragraphs　of　the　Budget，　or　that　are　not　provided　for　in　the　Budget，

shall　subsequeRtly　require　the　approbation　of　the　lmperial　Diet．）　stipulates

that　the　consent　of　the　lmperial　Diet　is　necessary　when　a　budget　overrun　or

expenditure　not　provided　for　in　the　budget　occurs．　The　Reserve　Fund

（Articie　69）　covers　these　expenditures．

　　Furthermore，　when　a　budget　overrun　or　expenditures　in　excess　of　the

budget　exceeded　the　fixed　amount　of　the　Reserve　Fund，　“surplus

expenditure，”　or　“expenditure　on　the　responsibility　of　the　cabinet”　as

addressed　in　the　Constitutlon，　was　often　covered　from　the　surplus　of　the

national　treasury．　This　article，　with　a　focus　on　the　second　O｝scuma　cabinet，

explores　arguments　exchanged　between　the　Cabine£　and　Diet　regarding

surplus　expenditure　as　well　as　how　“urgeRt”　and　“extraordinary”

circumstances　aRd　surplus　expenditures　were　interpreted　during　the　early

Taish6　period．

　　The　Constitution　of　the　Empire　of　Japan　stipulated　emergency　ordinances

（Article　8）　and　emergency　financial　actions　（Articie　70）　as　“urgent”　and

“extraordinary”　measures，　but　their　scope　of　application　was　limited．　Surplus

expenditure　was　proposed　as　a　more　feasible　“urgent”　and　“extraordinary”

measure．　The　Diet　questioned　the　expenditure　from　the　start，　b“t
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